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●新連載　語りあおう、つながろう、町の中で、日常の中で
　～オープンダイアローグに学ぶ日々のなかで気づいたこと～第１回（三ツ井直子）

●特集●

配偶者・パートナーの立場からみえること（前田直）

■続・事例からみる精神障害者の障害年金の実際（白石美佐子）「日常生活活動能力の判定について」
■知ることは生きること（青木聖久）連載28回《自らの人生の主人公としての家族の暮らし特集⑦》
　40年間暮らしているこの地域で日々のドラマを楽しむ

2018

公益社団法人 全国精神保健福祉会連合会（みんなねっと）
tel 03－6907－9211 ／ fax 03－3987－5466
ホームページ　http://www.seishinhoken.jp

問い合わせ先

☆家族相談ハンドブック　Ａ４判・76頁・定価７００円（送料込）

【内容】家族による家族支援／精神障がい者の状況／精神障がい者家族の状況／家族相談の
意義と特徴／家族相談の目標／家族相談の留意点／相談実習の進め方／家族相談の方法／
新しく家族相談事業を立ち上げたいときは／家族相談員の養成／家族相談の事例

家族相談のテキストができました！　家族会からの注文は1冊500円に割引

☆家族会運営のてびき Ａ４判・100頁・定価８００円（送料込）

家族会の設置から運営の仕方まで家族会の活性化に役立つ「てびき」ができま
した！　会報や案内パンフなどの見本の資料ページもあり、家族会とつながり
のある支援機関でもぜひご活用を！【内容】精神障がい者家族会とは／家族会
活動をおこなおう／運営・活動費（財政基盤）について／家族会の組織強化をし
よう／地域にとけこむ活動への積極的参加／新しい家族を家族会につなげよ
う／新しく家族会を立ち上げよう／支援者・関係者の方々へ／資料編

家族会からの注文は1冊600円に割引します

家族会員・支援者のための

精神疾患がある人や家族に役立つ出版物

社会資源ハンドブック
精神障がい者と家族に役立つ

改訂版

【内容】医療に関する制度／地域で生活するための支援／日中活動の
場、就労や復学の支援／経済的な支援を受けたいとき／財産の活用
や保護、法的な支援など／家族が情報を得る、相談できるところ

Ｂ５判・180頁・定価１４００円（送料込）

精神障がい者家族相談事例集 Ａ４判・112 頁
定価 1000 円
　（別途送料）
好評発売中‼

本書は、全国から寄せられた家族による相談事例の中から32事例を掲載しま
した。事例を、日常生活、医療、家族会、家族依存、地域連携、親亡き後、制度の七
つに分類し、それにコメントを加えた初めての家族相談事例集です。同じ家族
としての立場から相談にのり、情報を伝え、家族会につなげていく活動は家族
会の原点ともいえます。みなさんの活動に役立てていただければと思います。

家族相談の活動は家族会の原点です



みんなねっとのホームページではメールマガジンを発行しています ( 無
料 )。当会の活動だけでなく、各都道府県連の情報なども随時お知らせす
るメルマガになっています。ぜひ、ご登録ください。詳しくはホームペー
ジをご覧ください（「みんなねっと」で検索ください）。

「みんなねっと」の
ホームページをご覧ください

「みんなねっと」電話相談のご案内
TEL：03-6907-9212　受付時間：水曜日 10時～15時

※祝日と重なった場合はお休みです。※お昼（12時～13時）はお休みをいただきます。

☆メルマガ会員募集中（無料）☆
「みんなねっと」で検索！
http://seishinhoken.jp/

LINE公式アカウント【＠minnanet】

■友だち追加の方法
①ＱＲコードから
LINE アプリを起動し
「その他」→
「友だち追加」→
「QRコード」からQRコードを
読み取り「追加」をタップ
② ID検索から
LINE アプリを起動し
「公式アカウント」→ 虫眼鏡マー
ク → みんなねっと と検索し「追加」を
タップ

公式ツイッター【＠minnanet】

■フォローの方法
Twitter ページより
「＠minnanet」で検索
→プロフィールページへ行き、
プロフィール画像のすぐ下に
ある「フォローする」をタップ

ご登録！
お待ちしています

《編集理念の刷新について》
　昨年の 11 月 13 日に開かれた本誌の編集会議
では、平成 29 年度事業計画に基づいて平成 30
年４月からの本誌の編集のあり方についての検討
がなされました。
◆編集委員会の構成員
　現在の編集委員会は、谷安正氏（編集業者）、
飯塚壽美理事、小幡事務局長をはじめとするみん
なねっと事務局の職員、それに編集長の役をいた
だいている理事野村忠良で構成されています。
　いまのところ、このメンバーで月々の編集内容
を決めていますが、今後、様々な視点を取り入れ
るために、陣容を充実させてゆく予定です。
◆月刊誌みんなねっとの現状
①家族会の機関誌として
　これまでの月刊誌は、家族会につながった統合
失調やうつ病などの重い精神疾患をもつ当事者の
方々を支えているご家族を主な対象にして、精神
保健医療福祉の情報を伝えたり、ご家族や当事者
の方々が置かれている実態を手記にして掲載した
りという編集をしてきました。家族会内部の機関
誌という存在でした。
②発行部数の減少
　近年、問題となってきたのは本誌の発行部数の
減少です。「みんなねっと」誌は現在１万２千部
あまりで、この部数は月刊誌の発行をはじめ、み
んなねっとの安定した運営を維持する生命線に
なっています。
　減少傾向には、全国の家族会の衰退傾向が大き
く影響しています。高齢化した役員が引退し、新
しい家族の入会が少ない問題にもつながっている
のです。
③基盤としての家族会の衰退
　家族会は、50 年くらい前に、重い統合失調症
などの精神障害を有する方々の家族が、精神科病
院や地域で集まって立ち上げ発展してきました
が、現在では社会の様子が当時とはすっかり変
わっています。家族会に入らなくてもインター
ネットの普及で知識が自宅で簡単に得られるよう
になり、地域に精神科クリニックも増え、入院す
る患者数も日数も少なくなりました。
　そのために、いまどき家族会に入会する人は、
孤独感、不安感、家族の精神症状などのストレス
に耐えられない人や、診療のあり方等に疑問があ
るのに、どこに相談しても納得がいかなくて、よ
うやく家族会にたどり着いて安堵した人たち、し
かも地域の精神障害者の家族会という世間の偏見
の対象となる団体であっても入会を必要とする人

たちなのです。わずかな数の人でしかありません。
　一方で、家族会を支えてきた多くの古参の会員
たちは、高齢となり動けなくなって毎年抜けてゆ
きます。その結果、各地で家族会の解散が見られ
るようになりました。
　このことが、いま、月刊誌の購読者数に大きく影
響しています。高齢のために読めなくなったという
理由での購読中止の連絡が、たくさん来ています。
◆新しい月刊誌のあり方
　みんなねっとでは、この時節を捉えて月刊誌の
役割の転向を図ることが大切と考え編集員会を中
心に検討した結果、次のような方向が提案され、
取り組むことになりました。
　①一般市民の日常の精神保健・福祉状況のなか
に暮らす、一市民の立場にも立つ視点で編集する
ように努めます。そして、精神障害の当事者の家
族の実態も良く知っている実体験のある市民とし
ての立場から、②精神保健・福祉の面で、すべて
の市民にとってのより良い社会の実現に向けて有
益な情報を提供します。
　例えば新年度では、
＊家族とひとくくりにせず、多様な立場の状況を
　伝える
＊統合失調症圏のみならず、双極性や発達障害な
　ど広義の精神障害にもスポットを当てていく
＊就労などの働くことについての現状などにも目
　をむけます
＊声を発することが難しい児童生徒等の教育につ
　いて考える
◆リニューアルした月刊みんなねっと誌編集委員
　会の今後の使命
　編集委員会では、今後の使命を次のように考え
ています。
①社会の「偏見の除去」をはじめとする諸課題の
改善を進めるために、一般市民の立場に立つ
②社会の精神保健・福祉の課題を、一般市民自身
の課題として理解しやすく伝える
③読者と賛助会員を一般市民の精神保健・福祉に
関心のある人々の間にも拡大する
④この月刊誌を、日本の社会の精神保健・福祉面
での改革のために欠くことのできない重要な情報
源の一つとし、改革の意欲と関心のある人々に愛
される刊行物となるように努める

＊　＊　＊
　月刊みんなねっと誌が一人でも多くの市民に届
けられ、より良い社会の実現に貢献できますよう、
ご購読と読者の拡大にご協力くださいますよう、
お願いいたします。

【再掲】平成 30年４月号からの編集方針について（検討結果のご報告）
月刊みんなねっと編集委員会より　
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【表紙の絵】織田信生

感想・意見・投稿を募集しています
メールでの原稿募集を始めました。

アドレス：minnanet.seishinhoken@outlook.jp
・「みんなのわ」コーナー（300～ 350 字程度）
・「地域の話題」コーナ―へ皆様の原稿をお寄
　せ下さい！（1000 ～ 1200 字程度）
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係
閣
僚
会
議
（
第
２
回
）

　

１
月
23
日
、
首
相
官
邸
に
て
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
２
０
２
０
関
係

閣
僚
会
議
（
第
２
回
）
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
審
議
内
は
、
こ
れ
ま
で
の

経
緯
と
開
催
趣
旨
に
始
ま
り
、
加
速

化
の
た
め
の
具
体
的
な
取
り
組
み
に

つ
い
て
で
し
た
。
こ
れ
に
合
わ
せ
て

当
会
を
含
む
11
の
障
害
者
団
体
か
ら

の
意
見
表
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

鈴
木
オ
リ
パ
ラ
担
当
大
臣
は
「
障

害
の
あ
る
選
手
た
ち
が
圧
倒
的
な
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
見
せ
る
２
０
２
０

年
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
は
、

共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
人
々
の

心
の
在
り
方
を
変
え
る
絶
好
の
機
会

で
あ
り
ま
す
。
こ
の
機
会
を
契
機
と

し
て
、
全
国
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
の
取
組
を
推
進
し
て
い
く

た
め
、
関
係
府
省
庁
と
障
害
者
団

体
の
皆
様
等
の
熱
心
な
議
論
を
経

て
、
昨
年
２
月
20
日
、
本
会
議
に
お

い
て
、『
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

２
０
２
０
行
動
計
画
』
を
安
倍
総

理
、
障
害
者
団
体
の
皆
様
の
出
席
を

得
て
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
行
動
計

画
の
決
定
か
ら
お
よ
そ
１
年
が
経
過

し
、
関
係
府
省
庁
に
お
い
て
、
共
生

社
会
の
実
現
に
向
け
て
様
々
な
施
策

が
積
極
的
に
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す

の
で
、
関
係
閣
僚
の
皆
様
か
ら
取
組

を
ご
報
告
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
本
日
は
障
害
者
団
体
の

皆
様
に
も
お
越
し
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
の
で
、
ご
意
見
を
賜
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。」
と
し
て
、
関
係
閣
僚

か
ら
の
取
り
組
み
状
況
の
説
明
が
な

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
み
ん
な
ね
っ
と
か

ら
次
の
趣
旨
を
表
明
を
し
ま
し
た
。

　
「
ち
ょ
う
ど
１
０
０
年
前
に
、
精

神
病
者
監
護
法
に
よ
る
私
宅
監
置
の

悲
惨
さ
を
実
態
調
査
し
た
呉
秀
三
の

政
府
へ
の
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
精
神
科
医
療
は
地
域
移
行

へ
向
け
、
大
き
く
踏
み
出
し
て
い
ま

す
。
こ
の
行
動
計
画
と
共
に
私
た
ち

が
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
、
差
別
・
偏
見
の
な
い
社

会
を
作
る
こ
と
を
進
め
る
こ
と
が
必

要
と
考
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
昨

年
暮
れ
の
大
阪
寝
屋
川
事
件
の
よ
う

な
現
代
版
私
宅
監
置
と
も
い
う
べ
き

状
況
も
残
念
な
が
ら
ご
ざ
い
ま
す
。

呉
秀
三
の
報
告
か
ら
１
０
０
年
、
今

知
っ
て
お
き
た
い

精
神
保
健
福
祉
の
動
き



3 　知っておきたい精神保健福祉の動き

回
の
行
動
計
画
か
ら
１
０
０
年
、
先

を
見
越
し
た
ま
さ
に
レ
ガ
シ
ー
と
い

え
る
よ
う
な
行
動
を
私
た
ち
団
体
と

共
に
、
各
障
害
者
の
正
し
い
知
識
と

体
感
、
体
現
的
な
継
続
性
の
あ
る
取

組
を
通
じ
て
、
理
解
を
深
め
て
い
け

る
よ
う
な
行
動
計
画
推
進
に
期
待
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。」

＊
意
見
表
明
を
し
た
11
団
体
＝
全
国

精
神
保
健
福
祉
会
連
合
会
（
み
ん
な

ね
っ
と
）
、
日
本
盲
人
会
連
合
、
全

国
脊
髄
損
傷
者
連
合
会
、
日
本
難
病
・

疾
病
団
体
協
議
会
、
全
国
手
を
つ
な

ぐ
育
成
会
連
合
会
、
日
本
発
達
障
害

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
全
国
重
症
心
身
障

害
児
（
者
）を
守
る
会
、
全
日
本
ろ
う

あ
連
盟
、
Ｄ
Ｐ
Ｉ
日
本
会
議
、
日
本

身
体
障
害
者
団
体
連
合
会
、
日
本
パ

ラ
リ
ン
ピ
ア
ン
ズ
協
会

■
平
成
30
年
診
療
報
酬
改
定
に
か
か

わ
る
要
望
書
の
提
出
に
つ
い
て

　

平
成
30
年
２
月
５
日
に
Ａ
Ｃ
Ｔ
全

国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
の
申
し
入
れ

を
受
け
、
当
会
と
の
共
同
で
次
の
要

望
書
を
厚
生
労
働
大
臣
宛
に
提
出
い

た
し
ま
し
た
。要　

望　

書

　

日
本
の
精
神
医
療
に
お
い
て
、
地

域
移
行
を
待
つ
入
院
当
事
者
が
未
だ

多
く
い
る
こ
と
は
課
題
で
あ
り
ま
す

が
、
医
療
中
断
や
未
受
診
の
ま
ま
、

地
域
で
種
々
の
サ
ー
ビ
ス
を
う
け
ら

れ
な
い
、
ひ
き
こ
も
り
の
状
態
に
あ

り
、
高
齢
者
の
親
な
ど
が
抱
え
続
け

て
い
る
当
事
者
が
多
く
存
在
す
る
こ

と
も
大
き
な
問
題
で
す
。

　

重
い
精
神
障
害
を
抱
え
な
が
ら
地

域
で
暮
ら
す
当
事
者
に
は
、
薬
物
療

法
の
ほ
か
に
、
生
活
支
援
、
心
理
的

支
援
、リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
支
援
が
必
要
で
あ
り
、

ま
た
、
通
院
や
通
所
が
む
ず
か
し
い

こ
と
か
ら
、
精
神
科
医
、
看
護
師
、

作
業
療
法
士
な
ど
の
医
療
職
に
加
え

て
精
神
保
健
福
祉
士
、
あ
ら
た
に
設

け
ら
れ
た
公
認
心
理
師
を
含
む
多
職

種
に
よ
る
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
・
チ
ー
ム

に
よ
る
訪
問
支
援
が
有
用
で
す
。
こ

れ
は
当
事
者
・
家
族
か
ら
非
常
に
望

ま
れ
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
で
も
あ
り
ま

す
。

　

Ａ
Ｃ
Ｔ
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

は
、添
付
に
示
す
よ
う
に
、現
在
「
在

宅
時
医
学
総
合
管
理
料
」
の
枠
組
み

お
知
ら
せ
し
ま
す

み
ん
な
ね
っ
と
の
活
動
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で
支
援
し
て
い
る
当
事
者
の
実
態
、

支
援
の
実
態
を
緊
急
に
調
査
い
た
し

ま
し
た
。
こ
れ
を
み
ま
す
と
、
年
余

に
わ
た
る
密
度
の
濃
い
支
援
が
、
重

い
精
神
障
害
を
持
っ
て
い
て
も
地
域

で
暮
ら
す
こ
と
を
可
能
に
し
、
多
く

再
入
院
を
抑
止
し
て
い
る
こ
と
が
見

て
と
れ
ま
す
。

　

今
後
の
、
地
域
精
神
医
療
の
充
実

を
実
現
可
能
に
す
る
た
め
に
、
今
回

の
診
療
報
酬
改
定
に
際
し
て
、
以
下

を
要
望
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

在
宅
療
養
支
援
診
療
所
が
、
高
齢

者
や
難
病
患
者
を
地
域
で
支
援
し
て

い
る
よ
う
に
、
精
神
科
の
訪
問
診
療

を
積
極
的
に
す
る
診
療
所
が
、
地
域

社
会
で
ひ
き
こ
も
っ
て
い
た
り
、
今

ま
で
の
病
院
中
心
の
医
療
で
は
強
制

入
院
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
き
た
り
し

た
患
者
を
地
域
で
支
援
で
き
る
よ

う
、
あ
ら
た
な
「
精
神
科
在
宅
患
者

支
援
管
理
料
」
を
一
般
科
の
「
在
宅

時
医
学
総
合
管
理
料
」
並
み
の
高
い

評
価
と
し
て
く
だ
さ
い
。

１
．
重
度
の
精
神
障
害
を
持
つ
患
者

の
状
態
は
、
年
余
に
わ
た
り
一
進
一

退
で
、
地
域
精
神
医
療
の
支
援
の
目

標
は
、世
界
的
に
も
「
病
気
を
治
す
」

と
い
う
よ
り
、「
症
状
や
障
害
が
あ

っ
て
も
地
域
で
暮
ら
せ
る
よ
う
に
力

量
を
つ
け
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

６
か
月
で
支
援
を
軽
減
す
る
の
は
非

現
実
的
で
あ
り
、
年
余
に
わ
た
り
密

度
の
濃
い
支
援
が
出
来
る
よ
う
に
評

価
基
準
を
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。

２
．
症
状
が
不
安
定
な
、
重
度
の
精

神
障
害
を
も
つ
患
者
に
は
、
薬
の
処

方
の
相
談
や
、
精
神
療
法
的
な
関
与

の
た
め
に
、
月
に
２
回
以
上
の
精
神

科
医
の
訪
問
診
療
が
必
要
で
す
。
こ

の
こ
と
を
「
精
神
科
在
宅
患
者
支
援

管
理
料
」
の
中
に
盛
り
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

３
．
医
療
中
断
や
未
受
診
の
ま
ま
ひ

き
こ
も
り
状
態
に
あ
る
、
重
い
精
神

障
害
を
も
つ
者
へ
の
支
援
は
、
患
者

や
家
族
の
同
意
を
得
な
が
ら
、
訪
問

診
療
・
訪
問
看
護
で
す
で
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
支
援
に
も
、

入
院
歴
の
あ
る
患
者
同
様
の
て
い
ね

い
な
支
援
が
必
要
で
す
。「
精
神
科

在
宅
患
者
支
援
管
理
料
」
が
、
多
く

の
困
難
を
抱
え
、
長
期
に
ひ
き
こ
も

り
に
あ
る
患
者
に
も
「
重
症
患
者
」

と
し
て
対
応
で
き
る
よ
う
設
定
し
て

く
だ
さ
い
。
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４
．
す
で
に
在
宅
医
療
を
し
て
い
る

精
神
科
診
療
所
で
は
、
退
院
後
１
年

以
上
再
入
院
な
く
過
ご
さ
れ
て
い
る

患
者
を
相
当
数
診
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
ら
の
も
の
の
中
に
は
、
密
度
の
濃

い
支
援
を
継
続
し
て
い
る
者
も
お
り

ま
す
。
制
度
の
移
行
に
あ
た
っ
て
、

こ
れ
ら
の
支
援
が
評
価
か
ら
も
れ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
、「
退
院
時
Ｇ
Ａ

Ｆ
＊

」
に
よ
る
評
価
で
は
な
く
「
エ

ン
ト
リ
ー
時
の
Ｇ
Ａ
Ｆ
」
あ
る
い
は

「
現
在
の
Ｇ
Ａ
Ｆ
」
に
よ
る
評
価
で

「
重
症
度
」
を
図
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

５
．
重
症
患
者
の
算
定
に
あ
た
っ
て

は
、「
保
健
所
ま
た
は
精
神
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
等
が
一
堂
に
会
し
、
月

に
１
回
以
上
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を

開
催
す
る
」
と
あ
り
ま
す
が
、
保
健

所
等
の
機
能
に
は
か
な
り
の
地
域
格

差
が
存
在
し
ま
す
。
診
療
所
等
が
開

催
を
希
望
し
て
も
日
程
が
合
わ
な
い

な
ど
の
こ
と
は
通
常
の
ケ
ア
会
議
で

も
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
こ
と
で
す
。

現
実
的
に
可
能
な
形
態
を
再
考
願
い

ま
す
。

■
ベ
ル
ギ
ー
視
察
派
遣
に
つ
い
て

　

２
月
18
～
26
日
に
か
け
て
行
わ
れ

た
ベ
ル
ギ
ー
視
察
に
、
み
ん
な
ね
っ

と
を
代
表
し
て
、
木
全
副
理
事
長
、

事
務
局
長
小
幡（
個
人
と
し
て
岡
田

理
事
）が
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

　

ベ
ル
ギ
ー
で
は
現
在
、
精
神
医
療

改
革
が
行
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
世

界
で
、
日
本
に
次
ぐ
精
神
病
床
数
を

も
ち
、
脱
施
設
化
と
地
域
ケ
ア
の
発

展
が
遅
れ
て
い
た
こ
と
、
遅
れ
の
要

因
に
民
間
の
精
神
科
病
院
が
多
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
こ
の
点
を

重
点
に
学
ぶ
た
め
、
雄
志
に
よ
る
視

察
団
が
組
ま
れ
ま
し
た
。

　

み
ん
な
ね
っ
と
と
し
て
も
、
今
後

の
精
神
科
医
療
改
革
に
家
族
会
の
立

場
か
ら
、
政
策
に
意
見
を
反
映
し
て

い
く
た
め
に
も
、
こ
の
視
察
に
参
加

し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。
内
容

は
改
め
て
お
伝
え
い
た
し
ま
す
。

（
以
上
、
小
幡
）

＊
Ｇ
Ａ
Ｆ
と
は
、
機
能
の
全
体
的
評
定
尺

度
の
こ
と
で
、
精
神
保
健
従
事
者
や
医
師

が
、
成
人
の
社
会
的
・
職
業
的
・
心
理
的

機
能
を
評
価
す
る
の
に
用
い
ら
れ
て
い
る

１
～
１
０
０
の
数
値
ス
ケ
ー
ル
を
い
う
。

（Global Assessm
ent of Functioning

）
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特
集

家
族
会
の
輪
に
入
れ
な
い　
　

配
偶
者

　

精
神
に
疾
病
を
か
か
え
て
い
て

も
、
恋
愛
や
結
婚
、
子
育
て
を
す
る

こ
と
は
、
あ
た
り
前
の
時
代
に
な
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

平
成
15
年
の
厚
生
労
働
省
の
調

査
に
よ
る
と
、
精
神
障
害
者
の
う

ち
結
婚
を
し
て
い
る
人
の
割
合
は

34
・
６
％
で
し
た
。
精
神
障
害
者
は

３
９
２
万
人
を
数
え
る
よ
う
に
な

り
、「
配
偶
者
」
の
立
場
に
あ
た
る

人
の
数
は
１
０
０
万
人
を
超
え
て
い

る
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　

当
事
者
と
生
活
を
共
に
す
る
家
族

に
は
、
様
々
な
困
難
が
生
じ
て
い
る

こ
と
が
広
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
家

族
は
家
族
会
を
結
成
し
、
互
い
に
手

を
取
り
合
い
な
が
ら
問
題
解
決
の
道

を
探
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ

れ
ま
で
そ
の
輪
の
中
に
「
配
偶
者
」

の
立
場
は
な
か
な
か
入
り
込
む
こ
と

が
で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
み
ん

な
ね
っ
と
で
は
、
平
成
29
年
度
に
全

国
家
族
会
調
査
を
実
施
し
、
全
国
の

会
員
か
ら
３
１
２
６
件
の
回
答
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
配
偶
者
の

立
場
か
ら
の
回
答
は
１
２
５
件
、
全

体
の
4.0
％
に
過
ぎ
ま
せ
ん
（
表
１
）。

　

な
ぜ
配
偶
者
は
家
族
会
の
輪
の
中

に
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
し
ょ

う
か
。
配
偶
者
は
家
族
の
中
で
唯
一

「
血
の
つ
な
が
り
」
が
あ
り
ま
せ
ん
。

家
族
会
に
参
加
し
た
配
偶
者
は
、
次

の
よ
う
な
言
葉
を
し
ば
し
ば
か
け
ら

れ
ま
す
。「
病
気
の
症
状
で
生
活
は

大
変
で
し
ょ
う
。
そ
れ
な
の
に
、
ど

う
し
て
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
る
の
で

す
か
？
」
質
問
を
し
た
家
族
に
、
決

し
て
悪
気
が
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

配
偶
者
・
パ
ー
ト
ナ
ー
の

立
場
か
ら
み
え
る
こ
と

杏
林
大
学
保
健
学
部
作
業
療
法
学
科

精
神
に
障
害
が
あ
る
人
の
配
偶
者
・
パ
ー
ト
ナ
ー
の
支
援
を
考
え
る
会

前
田　

直
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せ
ん
。
そ
れ
で
も
、
そ
れ
を
受
け
た

配
偶
者
は
「
暗
に
離
婚
を
勧
め
ら
れ

て
い
る
」
と
感
じ
て
し
ま
う
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

実
際
に
家
族
会
の
場
で
離
婚
を
勧

め
に
、
平
成
28
年
６
月
に
「
精
神
に

障
害
が
あ
る
人
の
配
偶
者
・
パ
ー
ト

ナ
ー
の
支
援
を
考
え
る
会
（
以
下
、

配
偶
者
の
会
）」
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。
み
ん
な
ね
っ
と
と
の
共
催
で
、

同
年
９
月
よ
り
「
配
偶
者
の
集
い
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
平
成
30
年
１

月
ま
で
に
計
９
回
の
集
い
が
開
催
さ

れ
、
延
べ
１
５
８
人
の
方
が
参
加
さ

れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
年
齢
は
、
30
代
～
40
代

が
中
心
で
す
。
こ
の
世
代
の
配
偶
者

は
、
育
児
を
し
て
い
る
人
も
た
く
さ

ん
い
ま
す
。「
小
さ
な
子
ど
も
を
家
に

お
い
て
、
家
族
会
に
参
加
で
き
な
い
」

そ
ん
な
声
も
あ
が
り
ま
す
。
そ
こ
で

配
偶
者
の
会
で
は
、
子
連
れ
の
参
加

者
の
た
め
に
保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

用
意
し
ま
し
た
。
保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ

め
ら
れ
た
と
い
う
配
偶
者
の
方
も
い

ま
す
。「
夫
婦
円
満
に
暮
ら
せ
る
よ

う
に
な
り
た
い
」
と
い
う
小
さ
な
希

望
は
、
親
の
立
場
の
方
の
「
う
ち
の

子
は
結
婚
な
ん
て
絶
対
無
理
だ
か

ら
。
そ
う
い
う
病
気
に
か
か
っ
て
し

ま
っ
た
の
だ
か
ら
」
と
い
う
悲
哀
の

中
に
埋
没
し
て
し
ま
い
ま
す
。
特
別

な
こ
と
を
言
わ
れ
な
く
て
も
、「
家

族
会
は
あ
る
も
の
の
、
当
事
者
が
お

子
さ
ん
の
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
な
の

で
あ
ま
り
話
が
か
み
合
わ
な
い
印
象

を
受
け
た
」
と
い
う
配
偶
者
の
人
は

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

配
偶
者
・
パ
ー
ト
ナ
ー
の
会　

の
立
ち
上
げ

　

配
偶
者
の
立
場
で
集
ま
れ
る
場
を

作
り
た
い
。
そ
ん
な
声
に
応
え
る
た
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ア
を
利
用
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
こ

れ
ま
で
に
延
べ
40
人
に
上
り
ま
す
。

　
「
同
じ
立
場
の
人
た
ち
で
集
ま
る
」

「
保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
用
意
す
る
」

環
境
を
整
え
る
こ
と
で
、
配
偶
者
の

会
は
既
存
の
家
族
会
と
比
べ
て
参
加

者
の
構
成
に
変
化
が
み
ら
れ
ま
し

た
。
み
ん
な
ね
っ
と
の
家
族
会
調
査

で
は
、
配
偶
者
の
立
場
は
男
性
が
６

割
以
上
を
占
め
て
い
ま
し
た
が
、
配

偶
者
の
会
で
は
参
加
者
の
６
割
強
が

女
性
で
す
（
表
２
）。

精
神
的
に
追
い
詰
め
ら
れ
て
い

る
配
偶
者

　

み
ん
な
ね
っ
と
の
調
査
で
は
、
家

族
の
精
神
的
健
康
度
を
調
べ
る
た
め

に
Ｋ
６
日
本
語
版
と
い
う
尺
度
を
使

用
し
ま
し
た
。
過
去
30
日
の
間
に「
神

経
過
敏
に
感
じ
ま
し
た
か
」
な
ど
６

つ
の
質
問
項
目
を
、

全
く
な
い
、
少
し
だ

け
、
と
き
ど
き
、
た

い
て
い
、
い
つ
も
の

５
つ
の
選
択
肢
か
ら

選
ん
で
も
ら
い
ま
す
。

選
択
肢
に
応
じ
て
点

数
が
つ
け
ら
れ
、
合

計
点
数
が
５
点
以
上

で
あ
れ
ば
、
う
つ
病
や
不
安
障
害
の

可
能
性
が
高
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
調
査
で
、
男
性
配
偶
者
の
60
・

５
％
、
女
性
配
偶
者
の
70
・
７
％
が
５
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点
以
上
の
得
点
を
示
し
て
い
ま
し
た
。

特
に
女
性
配
偶
者
は
「
親
」
や
「
兄

弟
姉
妹
」、「
子
ど
も
」
な
ど
他
の
立

場
に
比
べ
て
、
最
も
高
い
割
合
を
示

し
て
い
ま
し
た
（
表
３
）。

　

配
偶
者
の
集
い
で
も
、「
自
分
も

精
神
的
に
ま
い
っ
て
し
ま
い
２
度
う

つ
病
を
発
症
し
、そ
の
後
転
職
し
た
」

「
頑
張
っ
て
も
頑
張
っ
て
も
む
く
わ

れ
な
い
」「
今
後
は
不
安
だ
ら
け
。

毎
日
気
力
の
み
で
が
ん
ば
っ
て
ケ
ア

を
し
て
い
る
」
と
い
っ
た
内
容
が
話

し
合
わ
れ
て
い
ま
す
。

ダ
ブ
ル
ケ
ア
、
ト
リ
プ
ル
ケ
ア

に
悩
む
配
偶
者

　

み
ん
な
ね
っ
と
家
族
調
査
で
は
、

回
答
者
か
ら
み
て
精
神
障
害
の
あ
る

人
は
ど
の
続
柄
に
あ
た
る
か
を
調
べ

ま
し
た
。
精
神
障
害
の
あ
る
方
が
複

数
い
る
場
合
、
該
当
す
る
全
て
を
回

答
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
配
偶
者
の

立
場
１
２
５
名
中
、
家
族
の
中
に
複

数
の
精
神
障
害
が
あ
る
人
は
31
名
に

上
り
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、「
子
ど
も
」

に
障
害
が
あ
る
と
い
う
人
が
最
も
多

く
、
26
名
で
し
た
。
配
偶
者
の
ケ
ア

に
加
え
て
、
子
育
て
、
さ
ら
に
は
発

病
し
た
子
ど
も
の
世
話
な
ど
、
ダ
ブ

ル
ケ
ア
・
ト
リ
プ
ル
ケ
ア
に
悩
む
配

偶
者
の
姿
が
浮
か
び
上
が
り
ま
し
た
。

　

配
偶
者
の
集
い
で
も
、「
娘
も
病

気
に
な
り
、
私
は
４
年
く
ら
い
東
京

か
ら
一
歩
も
出
て
い
な
い
。
旅
も
し

て
い
な
い
の
で
、
自
分
を
上
手
く
い

か
せ
る
、
ス
ト
レ
ス
か
ら
少
し
で
も

離
れ
る
工
夫
を
し
て
い
る
」
と
話
す

女
性
が
い
ま
し
た
。

病
状
が
悪
化
し
た
と
き
の
状
態

と
配
偶
者
が
経
験
す
る
暴
力

　

本
人
の
病
状
が
悪
化
し
て
し
ま
っ

た
と
き
、
夫
、
妻
と
も
に
多
く
の
人

が
「
意
思
の
疎
通
が
う
ま
く
と
れ
な

く
な
る
」「
家
族
に
対
す
る
暴
言
や

暴
力
」「
飲
食
を
と
ら
な
い
、
眠
ら

な
い
」「
部
屋
に
閉
じ
こ
も
る
」
な

ど
の
状
況
を
経
験
し
て
い
ま
す
（
表

４
）。
加
え
て
、
夫
の
立
場
の
40
・

３
％
、妻
の
立
場
の
31
・
０
％
が「（
本

人
が
）
自
殺
を
試
み
よ
う
と
す
る
」

こ
と
を
経
験
し
て
い
る
こ
と
は
、
驚

く
べ
き
実
態
で
す
。

　

多
く
の
配
偶
者
が
、
何
か
し
ら
の

暴
力
を
経
験
し
て
い
ま
す
（
表
５
）。

「
暴
力
の
経
験
が
な
い
」
と
答
え
た

配
偶
者
は
、
夫
で
22
・
４
％
、
妻



みんなねっと 2018 年４月号　 10 

で
26
・
３
％
に
過
ぎ

ま
せ
ん
。
配
偶
者
の

間
で
行
わ
れ
る
暴
力

は
、い
わ
ゆ
る「
Ｄ
Ｖ

（Dom
esticViolence

）」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

一
般
的
な
Ｄ
Ｖ
で
は
被

害
者
は
女
性
で
あ
る
こ

と
が
多
い
で
す
が
、
精

神
障
害
者
の
場
合
は
そ

の
限
り
で
は
な
く
、
暴

力
の
発
生
頻
度
に
男
女

差
は
あ
り
ま
せ
ん
。

相
談
先
が
な
く　

孤
立
す
る
配
偶
者

　

愛
す
る
人
が
病
気
に

な
っ
た
と
き
、
配
偶
者

が
最
初
に
越
え
な
け
れ
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ば
な
ら
な
い
の
が
「
親
族
の
壁
」
で

す
。
親
族
か
ら
理
解
を
得
ら
れ
な
い

こ
と
で
苦
し
ん
で
い
る
配
偶
者
が
沢

山
い
ま
す
。
特
に
、
親
か
ら
責
め
ら

れ
て
し
ま
う
配
偶
者
が
多
く
い
ま

す
。精
神
疾
患
へ
の
偏
見
は
根
強
く
、

「
誰
か
の
せ
い
」
に
し
て
し
ま
い
た

い
親
の
気
持
ち
は
分
か
ら
な
い
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
立
場
が
弱
い

配
偶
者
に
と
っ
て
は
、
と
て
も
つ
ら

い
現
実
で
す
。

　

配
偶
者
の
会
に
は
「
義
父
母
に
話

が
通
じ
に
く
い
。
息
子
の
精
神
病
を

認
め
た
く
無
い
よ
う
だ
」「
夫
の
母

親
に
病
気
の
理
解
が
無
く
、
夫
の
意

向
で
隠
し
て
い
る
。
夫
は
普
通
に
就

労
し
収
入
を
得
て
い
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
の
で
、
話
を
合
わ
せ
、
隠
し

通
す
の
も
大
変
。
頼
る
ど
こ
ろ
で
は

な
く
、
返
っ
て
気
を
遣
う
ば
か
り
」

「
夫
の
親
族
と
病
気
が
原
因
で
ケ
ン

カ
。
今
後
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
、
困

る
と
い
う
よ
り
不
安
。
私
は
縁
を
切

り
た
い
」
と
い
っ
た
、
切
実
な
相
談

が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

　

福
祉
制
度
に
つ
な
が
る
こ
と
に
も

苦
労
し
ま
す
。
相
談
窓
口
は
、
基
本

的
に
平
日
し
か
開
い
て
い
ま
せ
ん
。

仕
事
や
家
事
、
育
児
を
か
か
え
て
い

る
配
偶
者
は
、
相
談
す
ら
で
き
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
何
と
か
相
談
窓

口
に
こ
ぎ
つ
け
て
も
、
無
理
解
に
さ

ら
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
あ
る

女
性
が
保
健
所
の
地
域
担
当
に
医
療

や
社
会
資
源
な
ど
有
効
な
情
報
が
な

い
か
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
調
べ
た
結

果
、情
報
が
無
い
と
わ
か
り
ま
し
た
。

情
報
が
無
い
と
い
う
回
答
も
、
情
報

の
一
つ
で
す
よ
ね
」
と
返
さ
れ
て
し

ま
っ
た
そ
う
で
す
。
子
ど
も
へ
の
影

響
が
気
に
か
か
る
と
相
談
す
れ
ば
、

｢

ご
主
人
が
お
子
さ
ん
に
何
か
す
る

の
で
す
か
？｣

と
聞
き
返
さ
れ
ま

す
。
こ
の
女
性
は
、「
万
が
一
、
教

育
委
員
会
や
児
童
相
談
所
に
通
報
さ

れ
た
り
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
の
生

活
や
進
学
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
た
く

な
い
の
で
、
相
談
を
断
念
し
よ
う
と

考
え
て
い
る
」と
仰
っ
て
い
ま
し
た
。

子
ど
も
の
養
育
に
影
響
が
出
る

　

精
神
疾
患
を
抱
え
た
当
事
者
と
一

緒
に
子
育
て
を
し
て
い
る
人
の
実
数

や
実
態
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
せ

ん
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
配
偶
者
の

会
を
訪
れ
る
人
の
６
割
以
上
が
子
育

て
を
経
験
し
て
い
ま
す
。
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当
事
者
と
と
も
に
歩
む
子
育
て
の

道
は
、
決
し
て
平
坦
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。「
当
事
者
が
イ
ラ
イ
ラ
し
て
子

ど
も
た
ち
に
あ
た
っ
て
し
ま
う
」
こ

と
が
あ
り
ま
す
。「
子
ど
も
は
大
き

く
な
る
に
つ
れ
て
状
況
を
よ
り
把
握

し
、
顔
色
を
う
か
が
う
」
と
き
が
あ

り
ま
す
。「
子
ど
も
た
ち
が
希
望
す

る
習
い
事
や
進
学
先
に
応
え
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
」
と
涙
す
る
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
に
親
の
病
気
を
ど
う

説
明
す
る
か
は
と
て
も
難
し
い
問
題

で
す
。
子
ど
も
の
支
援
に
取
り
組
ん

で
い
る
方
々
は
「
説
明
す
る
べ
き
」

と
言
い
ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち
の
反

応
は
様
々
で
、
そ
こ
に
向
き
合
う
配

偶
者
の
負
担
は
尋
常
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

そ
の
よ
う
な
環
境
の
中
、
配
偶
者

の
会
で
は
配
偶
者
と
と
も
に
集
い
に

訪
れ
る
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
、
新

し
い
試
み
を
始
め
ま
し
た
。
小
学
校

高
学
年
～
高
校
生
く
ら
い
の
子
ど
も

た
ち
を
対
象
に
、「
子
ど
も
向
け
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

20
代
～
50
代
の
「
精
神
疾
患
を
持
つ

親
に
育
て
ら
れ
た
成
人
し
た
子
ど

も
」
の
立
場
の
方
に
運
営
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。
数
少
な
い
、
小
さ
な

子
ど
も
た
ち
へ
の
直
接
的
な
支
援
で

す
。
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
の
親
御

さ
ん
か
ら
は
「
子
ど
も
た
ち
は
何
度

も
参
加
し
て
良
か
っ
た
と
言
っ
て
い

た
。
親
に
も
話
せ
ず
、
溜
ま
っ
て
い

た
も
の
を
吐
き
出
せ
た
よ
う
だ
」
と

い
う
声
が
届
い
て
い
ま
す
。

家
族
全
体
の
支
援
へ

　

み
ん
な
ね
っ
と
の
調
査
で
は
、
障

害
者
総
合
支
援
法
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
「
ど
れ
も
利
用
し
て
い
な
い
」

と
答
え
た
配
偶
者
の
割
合
は
、
男
性

配
偶
者
で
52
・
２
％
、
女
性
配
偶
者

で
61
・
１
％
で
し
た
。
半
数
以
上
が
福

祉
の
手
を
借
り
ず
、
当
事
者
を
み
て

い
る
状
況
を
ど
う
考
え
た
ら
よ
い
で

し
ょ
う
か
。

　

当
事
者
の
介
護
と
生
活
に
追
わ

れ
、
せ
め
て
「
家
事
の
支
援
」
を
望

ん
だ
と
し
ま
す
。
女
性
が
当
事
者
で

男
性
が
配
偶
者
の
場
合
、
支
援
に
つ

な
が
る
こ
と
は
比
較
的
多
い
よ
う
に

思
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
男
性
が
当

事
者
で
女
性
が
配
偶
者
の
場
合
、「
家

事
は
女
性
が
や
る
も
の
」
と
い
う
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ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
固
定
観
念
か
ら
、
な

か
な
か
支
援
に
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。

　

家
族
全
体
を
支
援
す
る
に
は
、
予

防
的
な
観
点
が
必
要
で
す
。
例
え
「
い

ま
」
症
状
が
落
ち
着
い
て
い
た
と
し
て

も
、
良
い
状
態
を
継
続
し
て
い
く
た
め

の
方
法
を
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。「
何
か
」
が
起
き
て
し
ま
っ
て
か

ら
で
は
遅
い
の
で
す
。
配
偶
者
の
多
く

が
経
験
す
る
「
自
殺
企
図
」
は
、
起
き

て
し
ま
っ
て
か
ら
で
は
取
り
返
し
が

つ
き
ま
せ
ん
。
一
度
で
も
配
偶
者
に
暴

力
が
向
か
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
支
え
よ

う
と
い
う
気
力
が
そ
が
れ
て
し
ま
い

ま
す
。
仮
に
暴
力
が
幼
い
子
ど
も
に
向

か
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
子
ど
も
は
ど
ん

な
気
持
ち
を
抱
え
る
で
し
ょ
う
か
。

　

子
ど
も
の
虐
待
を
例
に
み
る
と
、
親

の
精
神
疾
患
は
危
険
因
子
の
一
つ
で

あ
る
こ
と
が
否
め
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

全
て
の
精
神
障
害
者
が
虐
待
を
す
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
発
生
の
要

因
に
、
物
理
的
な
支
援
の
不
足
が
あ

る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
訪

問
看
護
や
訪
問
介
護
と
い
っ
た
ア
ウ

ト
リ
ー
チ
の
サ
ー
ビ
ス
は
子
ど
も
の

養
育
に
と
っ
て
有
用
で
、
そ
れ
は
配

偶
者
の
生
活
に
お
い
て
も
同
様
で
す
。

ま
た
、
精
神
保
健
福
祉
分
野
と
母
子

保
健
な
ど
、
他
領
域
に
ま
た
が
る
支

援
の
仕
組
み
が
、
互
い
に
連
携
を
と

る
こ
と
も
重
要
で
す
。

　

配
偶
者
を
支
え
る
こ
と
は
家
族
全

体
を
支
え
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま

す
。
現
在
、
配
偶
者
を
支
援
す
る
取

り
組
み
は
、
東
京
で
実
施
さ
れ
て
い

る
配
偶
者
の
会
、
東
京
の
集
い
に
参

加
し
た
配
偶
者
が
函
館
で
立
ち
上
げ

た
「
配
偶
者
の
会
＠
は
こ
だ
て
」、

京
都
精
神
保
健
福
祉
推
進
家
族
会
連

合
会
が
２
か
月
に
１
度
開
催
し
て
い

る
、「
精
神
に
『
障
害
』
の
あ
る
人

の
配
偶
者
の
集
い
」、
福
岡
県
内
で

実
施
さ
れ
て
い
る
「
配
偶
者
の
立
場

向
け
の
家
族
交
流
会
」
な
ど
、
一
部

に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

家
族
に
よ
る
家
族
学
習
会
は
親
の

立
場
を
中
心
に
始
ま
り
、「
兄
弟
姉
妹
」

「
子
ど
も
」
の
立
場
へ
と
広
が
っ
て
き

て
い
ま
す
が
、
未
だ
配
偶
者
向
け
に

は
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
確
立
で
き
て
い
ま

せ
ん
。
家
族
会
と
し
て
の
取
り
組
み

に
も
、
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

　

本
特
集
を
き
っ
か
け
に
、
配
偶
者

支
援
の
輪
が
全
国
へ
広
が
っ
て
い
く

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
ま
え
だ　

す
な
お
）
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あ
り
の
ま
ま
の
自
分
で
い
ら
れ

る
こ
と
を
大
切
に

　

朝
、急
な
階
段
を
駆
け
上
が
る
と
、

仲
間
は
す
で
に
出
勤
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
仕
事
を
開
始
し
て
い
て
、
決
ま
っ

て
一
番
最
後
に
登
場
す
る
私
に
「
お

は
よ
う
」
と
声
を
掛
け
て
く
れ
る
。

そ
ん
な
一
日
の
始
ま
り
に
、
毎
朝
私

は
安
心
す
る
。
私
は
、朝
が
苦
手
だ
。

子
供
の
こ
ろ
は
よ
く
遅
刻
を
し
た
。

時
間
を
逆
算
し
て
行
動
す
る
こ
と
が

苦
手
だ
っ
た
。
そ
れ
は
、
今
も
変
わ

ら
ず
で
、
何
分
あ
れ
ば
、
間
に
合
う

な
と
い
う
こ
と
を
布
団
の
中
で
毎
日

考
え
て
し
ま
う
。
毎
日
の
ル
ー
チ
ン

は
変
わ
る
わ
け
で
は
な
い
の
に
、
性

懲
り
も
な
く
数
分
間
の
眠
り
の
時
間

を
ひ
ね
り
出
そ
う
と
も
が
く
の
だ
。

語
り
あ
お
う
、

　

つ
な
が
ろ
う
、

　

町
の
中
で
、

　
　

日
常
の
中
で

～
オ
ー
プ
ン
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
に
学
ぶ

　
日
々
の
な
か
で
気
づ
い
た
こ
と
～

第
Ⅰ
回

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
Ｋか

ぞ

っ

く

Ａ
Ｚ
Ｏ
Ｃ
　
看
護
師

三
ツ
井
直
子

一緒に写っているのは、フィン
ランドのトルニオで、オープン
ダイアローグのトレーニング
コースの講師をやっている精神
科医の KariValtanen さん
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訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
Ｋか

ぞ
Ａ
Ｚ

Ｏっ

くＣ
（
詳
し
く
は
本
誌
２
月
号
特
集

参
照
）
に
は
、
個
性
的
で
ユ
ニ
ー
ク

な
23
人
の
仲
間
が
い
る
。
職
種
は
看

護
師
、
作
業
療
法
士
、
心
理
士
、
事

務
と
専
門
分
野
は
様
々
だ
が
、
ひ
と

り
ひ
と
り
、
得
意
な
こ
と
、
好
き
な

こ
と
、
大
切
に
考
え
る
こ
と
な
ど
の

強
み
が
あ
る
一
方
で
、苦
手
な
こ
と
、

嫌
い
な
こ
と
、
逃
げ
出
し
た
い
こ
と

な
ど
の
弱
み
を
抱
え
て
い
る
。

　

私
た
ち
は
、
強
み
と
弱
み
、
ど
ち

ら
か
ら
も
つ
な
が
り
な
が
ら
、
お
互

い
の
得
意
技
を
存
分
に
発
揮
で
き
る

よ
う
に
、
弱
み
と
し
て
、
語
っ
て
く

れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
お
互
い
を

補
う
形
で
働
け
る
こ
と
を
大
切
に
し

て
い
る
。
弱
み
を
安
心
し
て
語
れ
る

場
や
関
係
性
は
、
即
席
で
は
作
り
出

せ
な
い
と
い
う
こ
と
も
、
オ
ー
プ
ン

ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
「
に
」
学
び
始
め
て

か
ら
強
く
実
感
し
て
い
る
の
で
、
工

夫
の
日
々
を
共
に
暮
ら
し
て
い
る
。

相
手
の
話
を
聞
き
き
る
こ
と
、
そ
し

て
こ
と
ば
と
し
て
語
ら
れ
て
い
な
い

思
い
が
あ
る
こ
と
を
常
に
意
識
し

て
、
あ
り
の
ま
ま
の
自
分
で
い
ら
れ

る
余
白
を
大
切
に
考
え
て
い
る
。

他
者
と
は
常
に
自
分
の
理
解
を

越
え
た
も
の

　

私
た
ち
は
訪
問
看
護
を
通
じ
て
、

精
神
の
病
を
抱
え
た
ご
本
人
や
ご
家

族
と
出
逢
い
の
と
き
を
重
ね
て
い

る
。
私
た
ち
と
出
逢
っ
て
く
だ
さ
っ

た
そ
の
と
き
ま
で
に
、
ど
ん
な
日
々

を
送
ら
れ
て
き
た
の
か
。私
た
ち
に
、

今
、
期
待
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
こ

と
は
ど
ん
な
こ
と
な
の
か
。そ
し
て
、

こ
の
先
ど
ん
な
風
に
な
っ
た
ら
い
い

な
と
お
考
え
な
の
か
。
そ
ん
な
思
い

を
ご
本
人
、
ご
家
族
、
お
ひ
と
り
お

ひ
と
り
に
お
聞
か
せ
い
た
だ
く
。
語

ら
れ
て
い
く
こ
と
ば
や
世
界
を
感
じ

取
り
な
が
ら
対
話
を
重
ね
て
い
く
。

こ
と
ば
の
奥
に
語
ら
れ
て
い
な
い
思

い
が
あ
る
こ
と
も
意
識
し
な
が
ら
。

　

オ
ー
プ
ン
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
の
歴
史

を
ひ
も
解
く
と
、
精
神
医
療
の
現

場
で
１
９
６
０
年
代
か
ら
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
で
実
践
さ
れ
て
１
９
８
０

年
代
に
国
策
と
な
っ
たN

eed-
AdaptedTreatm

ent

の
考
え
方
を

基
礎
の
一
つ
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
こ
れ
は
、
精
神
の
病
を
抱
え

る
人
に
対
し
て
、
そ
の
病
状
や
症
状

を
き
い
て
診
断
を
す
る
プ
ロ
セ
ス
を
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い
っ
た
ん
脇
に
置
き
、
ま
ず
は
、
ご

本
人
や
ご
家
族
の
ニ
ー
ズ
を
き
い

て
、
そ
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
て
ア
プ

ロ
ー
チ
す
る
と
い
う
考
え
方
で
あ

る
。

　

こ
の
考
え
方
は
極
め
て
シ
ン
プ
ル

だ
が
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
精
神
科

救
急
の
現
場
で
開
始
さ
れ
、
そ
の
結

果
、
精
神
科
病
院
へ
の
入
院
数
を
激

減
さ
せ
た
の
だ
。
こ
の
事
実
を
知
っ

た
と
き
は
衝
撃
的
だ
っ
た
。
診
断
の

向
こ
う
側
に
置
い
て
き
ぼ
り
に
さ
れ

て
い
る
声
に
出
せ
な
い
思
い
が
、
も

し
も
あ
る
の
だ
と
し
た
ら
、
今
こ
こ

で
、
そ
の
声
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
が

あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し

て
オ
ー
プ
ン
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
に
学
ぶ

日
々
が
始
ま
っ
た
。

　
『
対
話
す
る
医
療
』（
さ
く
ら
舎
）

の
著
者
で
あ
る
家
庭
医
の
孫
大
輔
さ

ん
は
、
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
と
い
う
哲
学
者

の
こ
と
ば
を
引
用
し
て
他
者
理
解
に

つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

「
他
者
と
は
常
に
自
分
の
理
解
を
越

え
た
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
異
質

性
、
相
違
性
、
他
者
性
こ
そ
が
、
対

話
を
必
要
か
つ
可
能
に
す
る
も
の

だ
」
と
。
そ
し
て
「
自
分
の
理
解
を

越
え
た
「
他
者
」
へ
と
橋
を
架
け
る

よ
う
に
私
た
ち
が
試
み
る
行
為
こ
そ

が
「
対
話
」
で
あ
り
、
そ
の
試
み
を

決
し
て
あ
き
ら
め
る
こ
と
な
く
「
対

話
」
を
試
み
続
け
る
行
為
そ
の
も
の

に
、
大
き
な
意
味
が
あ
る
と
思
う
の

で
す
」
と
。
ご
本
人
の
こ
と
を
一
番

よ
く
知
っ
て
い
る
の
は
、
誰
で
も
な

い
ご
本
人
な
の
だ
と
い
う
こ
と
を
専

門
家
は
う
っ
か
り
忘
れ
て
、
自
分
の

物
差
し
、
偏
見
で
「
他
者
」
の
世
界

を
理
解
で
き
た
よ
う
な
気
に
な
っ
て

い
な
い
だ
ろ
う
か
。
専
門
的
な
知
識

に
よ
っ
て
、分
析
、解
釈
し
て
し
ま
っ

て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

支
援
者
と
い
う
立
場
で
人
と
出
会

う
初
め
の
一
歩
は
、
自
分
の
中
に
浮

か
ん
で
く
る
感
情
を
つ
か
み
取
り
な

が
ら
、
こ
と
ば
に
ま
だ
な
っ
て
い
な

い
ひ
と
り
ひ
と
り
の
思
い
が
語
ら
れ

る
「
場
」
と
「
間
」
を
守
る
こ
と
に

専
念
す
る
こ
と
。
そ
の
た
め
に
は
、

自
分
た
ち
自
身
が
「
聞
い
て
も
ら
え

た
」
と
実
感
で
き
る
体
験
を
重
ね
る

こ
と
が
き
っ
と
役
に
立
つ
。
目
の
前

の
方
が
、
自
分
の
思
い
を
語
っ
て
く

だ
さ
る
こ
と
ば
を
、
大
切
に
聞
き
き

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
。
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自
分
自
身
の
思
い
が
こ
と
ば
に

な
っ
て
い
く「
場
」を
開
き「
間
」

を
守
る
と
い
う
専
門
性

　
『
人
生
は
、
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
の
外

に
あ
る
』

　

オ
ー
プ
ン
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
を
実
践

し
て
い
る
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
西
ラ
ッ

プ
ラ
ン
ド
地
方
の
ケ
ロ
プ
ダ
ス
病
院

で
働
く
フ
ァ
ミ
リ
ー
セ
ラ
ピ
ス
ト
の

Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｏ
さ
ん
は
静
か
に
語
っ
た
。

私
た
ち
が
想
い
を
聞
か
せ
て
い
た
だ

く
「
場
」
の
外
側
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

日
常
が
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
つ
な
が

り
の
中
で
暮
ら
し
て
い
る
の
だ
と
い

う
こ
と
を
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
る
大

切
な
こ
と
ば
だ
。

　

支
援
を
す
る
立
場
に
い
る
と
、
話

を
聞
か
せ
て
も
ら
っ
た
と
き
に
、
何

と
か
し
た
い
、
解
決
で
き
る
方
法
は

な
い
か
と
、
自
動
的
に
考
え
る
習
慣

が
あ
る
。
そ
ん
な
時
に
Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｏ
さ

ん
の
こ
と
ば
が
、
自
分
の
役
割
を
思

い
出
さ
せ
て
く
れ
る
。
思
い
を
こ
と

ば
に
し
て
も
ら
え
る
「
場
」
と
「
間
」

を
作
る
こ
と
が
私
に
で
き
る
役
割
な

の
だ
と
。忙
し
い
日
常
の
な
か
で
は
、

自
分
の
こ
こ
ろ
の
声
を
聞
こ
う
な
ん

て
時
間
は
、
な
か
な
か
自
分
で
は
作

り
出
せ
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
仲
間

と
一
緒
に
、
思
い
を
聞
き
合
う
時
間

を
作
り
、
聞
い
て
も
ら
え
た
感
覚
を

育
て
な
が
ら
、
訪
問
看
護
で
出
逢
う

方
の
こ
と
ば
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
く

日
々
を
重
ね
て
い
る
。

　

こ
れ
か
ら
一
年
間
に
わ
た
り
、
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
Ｋか

ぞ

っ

く

Ａ
Ｚ
Ｏ
Ｃ

が
地
域
の
中
で
何
を
大
切
に
し
、
ど

の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る
の
か
を

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
貴
重
な
機
会

を
い
た
だ
い
た
。

　

こ
の
月
刊
誌
を
読
ん
で
く
だ
さ
っ

て
い
る
読
者
の
み
な
さ
ま
は
、
私
た

ち
の
連
載
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
期

待
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う

と
思
い
を
巡
ら
せ
な
が
ら
、
ま
ず
は

私
た
ち
の
活
動
の
中
心
で
あ
る
「
話

を
き
く
こ
と
」
に
つ
い
て
お
伝
え
す

る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。
こ
れ
か
ら
先
の
連
載
は
、
読

者
の
み
な
さ
ま
の
お
声
を
お
聞
か
せ

い
た
だ
き
な
が
ら
、
紙
面
上
で
の
対

話
を
促
進
さ
せ
て
い
け
た
ら
と
願
っ

て
い
る
。

（
つ
づ
く
）
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事例からみる
精神障害者の
障害年金の実際

　

１
年
間
、
障
害
年
金
に
つ
い
て
の

連
載
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
診
断
書
の
裏
面
、
日

常
生
活
活
動
能
力
の
判
定
と
程
度
に

つ
い
て
の
重
要
性
を
何
度
も
記
載
し

て
き
ま
し
た
。

　

ご
紹
介
の
診
断
書
は
同
一
人
物
で

す
。
こ
の
方
は
、
障
害
年
金
受
給
後

に
都
合
に
よ
り
県
外
へ
転
居
さ
れ
ま

し
た
。
転
居
先
の
自
宅
か
ら
一
番
近

く
の
病
院
へ
通
院
を
し
て
い
た
そ
う

で
す
。
更
新
の
月
が
き
た
の
で
、
診

断
書
の
作
成
を
お
願
い
し
、
す
ぐ
に

診
断
書
を
作
成
し
て
い
た
だ
け
た
と

の
こ
と
で
す
。

　

以
前
に
私
が
障
害
年
金
請
求
の
手

続
き
を
し
た
方
で
し
た
の
で
、
更
新

の
診
断
書
を
提
出
す
る
前
に
不
安
に

な
っ
た
の
か
、
私
に
ご
相
談
の
連
絡

が
入
り
ま
し
た
。
診
断
書（
診
断
書
１
）

を
み
た
瞬
間
、
２
級
の
障
害
年
金
は

継
続
が
で
き
な
い
で
し
ょ
う
と
回
答

を
し
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　
「
障
害
年
金
２
級
が
継
続
さ
れ
な

け
れ
ば
、
生
活
は
破
綻
し
ま
す
。
助

け
て
下
さ
い
」
と
何
度
も
連
絡
が
入

り
ま
し
た
。
彼
は
、
そ
の
後
、
す
ぐ

に
転
院
を
し
ま
し
た
。

　

転
院
後
の
医
師
か
ら
は
、「
ま
だ

ま
だ
働
け
る
状
態
に
な
い
の
で
、
時

間
が
か
か
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、

し
っ
か
り
と
治
療
を
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
」
と
言
わ
れ
た
そ
う
で
す
。

　

障
害
年
金
の
話
を
説
明
を
し
た
時

に
「
障
害
年
金
を
ご
希
望
さ
れ
る
方

は
最
近
多
い
で
す
。
嘘
は
書
け
な
い

で
す
が
、
今
の
状
態
を
書
く
こ
と
は

可
能
で
す
」
と
説
明
を
さ
れ
、
診
断

《1》日常生活活動能力の判定及び程度について

白
しらいし

石　美
み さ こ

佐子

白石社会保険労務士事務所
社会保険労務士

続
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書
を
仕
上
げ
て
い
た
だ
い
た
と
の
こ

と
で
し
た
。

　

仕
上
が
っ
た
診
断
書（
診
断
書
２
）

は
、
２
級
継
続
可
能
だ
と
判
断
で
き

る
も
の
で
し
た
。
診
断
書
の
作
成
日

を
見
て
い
た
だ
け
れ
ば
わ
か
る
と
思

い
ま
す
。

　

同
一
人
物
で
、
同
じ
１
か
月
以
内

で
、
病
状
が
劇
的
に
悪
く
な
っ
た
と

は
思
え
ま
せ
ん
。
一
人
暮
ら
し
で
な

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、診
断
書
１
は
、

同
居
者
の
有
無
は
無
に
な
っ
て
い
ま

す
。
先
生
の
認
識
も
し
く
は
聴
き
取

り
が
少
し
甘
か
っ
た
の
か
な
？
と
思

う
部
分
で
す
。

　

こ
の
方
は
、
日
々
の
生
活
は
家
族

の
支
え
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
言
う

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
は
、
医
師
に
よ
っ
て
、
日
常

診断書１ 診断書２
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生
活
活
動
の
判
定
と
程
度

が
異
な
る
と
い
う
一
つ
の

例
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

　

こ
う
い
っ
た
こ
と
は
、

よ
く
あ
る
こ
と
で
す
。
そ

の
原
因
は
、
医
師
個
々
の

診
断
書
の
内
容
に
対
す
る

判
断
基
準
が
異
な
る
た
め

だ
か
ら
で
す
。

　

ど
ち
ら
の
医
師
が
悪
い

と
か
良
い
と
か
言
っ
て
い

る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
医
師
の
考

え
に
よ
っ
て
、
判
断
が
ぶ

れ
て
し
ま
う
診
断
書
を
使

用
し
て
い
る
国
の
方
針
が

悪
い
と
し
か
言
い
よ
う
が

な
い
と
思
い
ま
す
。

　

ど
の
病
院
、
ど
の
医
師

に
か
か
っ
た
と
し
て
も
判
断
が
ぶ
れ

る
こ
と
の
な
い
診
断
書
を
作
成
し
、

使
用
す
る
べ
き
で
す
が
、
精
神
障
害

は
、
検
査
数
値
も
測
定
値
も
記
載
し

な
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
様
な
フ
ォ
ー

マ
ッ
ト
の
診
断
書
を
作
成
す
る
こ
と

が
難
し
い
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
診
断
書
の
方
は
、
無
事
に
障

害
年
金
２
級
が
継
続
さ
れ
ま
し
た
。

お
そ
ら
く
、
最
初
に
書
い
て
い
た
だ

い
た
医
師
の
診
断
書
を
提
出
し
て
い

れ
ば
、
障
害
年
金
は
３
級
へ
等
級
落

ち
し
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

　

等
級
表
の
２
級
又
は
３
級
と
書
か

れ
た
部
分
に
該
当
し
て
い
る
か
ら
、

就
労
も
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
「
２

級
に
該
当
す
る
だ
ろ
う
」
と
い
う
安

易
な
判
断
は
さ
れ
な
い
ほ
う
が
良
い

で
し
ょ
う
。

診断書１ 診断書２
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ま
ず
、「
３
級
に
な
る
だ
ろ
う
」

と
考
え
て
、
今
後
の
行
動
を
と
ら
れ

た
ほ
う
が
懸
命
だ
と
思
い
ま
す
。

　

障
害
年
金
は
、
生
き
て
い
く
た
め

の
大
切
な
経
済
的
基
盤
で
す
。

　

障
害
年
金
２
級
を
例
に
挙
げ
る

と
、
５
年
、
障
害
基
礎
年
金
を
受
け

取
っ
た
場
合
、
４
０
０
万
円
弱
に
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、子
供
が
１
人
い
た
場
合
は
、

５
０
０
万
円
を
超
え
て
き
ま
す
。

　

初
診
日
が
厚
生
年
金
に
加
入
し
て

い
る
場
合
は
、
給
与
の
額
に
も
よ
り

ま
す
が
、
５
年
、
単
身
で
６
０
０
万

円
～
７
０
０
万
円
、
ご
家
族
が
い

ら
っ
し
ゃ
る
場
合
は
、
１
千
万
円
を

超
え
る
方
も
い
ま
す
。

　

病
院
、医
師
等
を
選
択
す
る
時
に
、

も
ち
ろ
ん
、
治
療
を
優
先
さ
せ
る
べ

き
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。

　

病
気
な
ど
で
就
労
が
難
し
く
な
っ

た
時
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
生
き
抜

く
た
め
の
経
済
的
基
盤
と
し
て
、
ど

こ
か
ら
生
活
費
を
捻
出
す
る
の
か

は
、
そ
の
人
そ
の
人
の
判
断
に
な
る

と
思
い
ま
す
が
、
障
害
年
金
と
い
う

制
度
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
思
い
出

し
て
ほ
し
い
、
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。
周
囲
で
困
っ
て
い
る

人
が
い
た
ら
、
声
を
か
け
皆
で
支
え

あ
う
社
会
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
い

ま
す
。

　

ど
ん
な
医
師
で
あ
っ
た
と
し
て

も
、
患
者
を
治
し
た
い
と
い
う
気
持

ち
で
治
療
を
行
っ
て
い
る
の
は
確
か

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
気
持
ち
に
対

し
て
の
感
謝
を
忘
れ
ず
、
そ
し
て
、

物
事
に
対
し
て
今
の
考
え
に
固
執
せ

ず
柔
軟
に
考
え
る
こ
と
が
、
今
後
の

人
生
の
景
色
を
変
え
る
第
一
歩
に
な

る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
私

は
考
え
ま
す
。

感想・意見・投稿をお寄せください
メールでの投稿を始めました。

アドレス：minnanet.seishinhoken@outlook.jp
・「みんなのわ」コーナー（300～ 350 字程度）
・「地域の話題」コーナ―へ皆様の原稿をお寄
　せ下さい！（1000 ～ 1200 字程度）
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家
族
も
さ
ま
ざ
ま

　

振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
筆
者
は
45
年
間
も
家
族
会
に
入
れ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

嘘
！
と
思
わ
れ
る
で
し
ょ
う
が
、
精
神
障
害
が
あ
る
方
の
「
親
」
で
は
な
く
、「
子
ど
も
」

だ
か
ら
で
す
。
今
年
で
75
歳
に
な
り
ま
す
。

　

家
族
会
と
い
え
ば
、
普
通
は
「
親
」
の
集
ま
り
な
の
で
す
が
、
身
内
に
精
神
障
害
が

発
症
す
る
と
、
そ
の
影
響
を
受
け
る
の
は
親
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
兄
弟
姉
妹
」

「
配
偶
者
」
な
ど
、
様
々
で
す
。

　

筆
者
は
、
父
親
の
勧
め
で
入
会
し
ま
し
た
。
父
親
は
す
べ
て
を
投
げ
打
っ
て
、
精
神

障
害
に
な
っ
た
母
と
私
た
ち
子
ど
も
を
守
っ
て
く
れ
て
い
て
、
家
族
会
に
入
り
、
社
会

を
改
善
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
を
知
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。

　

昔
か
ら
、
家
族
会
に
入
る
の
は
主
に
母
親
や
父
親
で
、
父
の
よ
う
に
配
偶
者
の
立
場

の
人
は
な
か
な
か
い
ま
せ
ん
。
子
ど
も
の
立
場
の
人
も
少
な
い
で
し
ょ
う
。

　

筆
者
は
兄
弟
姉
妹
の
集
ま
り
に
、
何
度
も
出
席
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ

の
方
が
本
当
に
深
い
問
題
を
抱
え
て
い
て
、
中
に
は
絶
望
的
な
将
来
し
か
見
え
な
い
方

や
、
仕
事
を
辞
め
ざ
る
を
え
な
い
方
も
い
ら
し
て
、
深
刻
な
状
況
で
し
た
。

　

子
ど
も
の
立
場
の
人
に
も
、
他
の
立
場
と
は
違
っ
た
た
い
へ
ん
さ
が
あ
り
ま
す
。
親

多事彩々このコーナーは、編集長（野村忠良）のコ
ラムを自由なテーマで連載いたします。
題して「多事彩々」。乞うご期待ください！
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の
発
病
が
ま
だ
成
長
す
る
前
か
途
中
で
あ
っ
た
た
め
、
親
の
愛
情
を
受
け
ら
れ
ず
、
自

尊
心
や
自
信
、
安
心
感
が
正
常
に
育
ち
に
く
か
っ
た
と
い
う
辛
さ
で
す
。
こ
れ
は
、
生

存
の
核
心
に
係
る
重
大
な
ハ
ン
デ
ィ
で
す
。

　

伴
侶
の
立
場
に
も
、
筆
者
は
妻
が
が

ん
で
亡
く
な
る
ま
で
属
し
て
い
ま
し

た
。
か
な
り
多
く
の
伴
侶
の
方
は
、
離

婚
の
道
を
選
ば
ざ
る
を
え
な
く
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
「
親
」
以
外
の
さ
ま
ざ
ま

な
家
族
の
立
場
を
、
こ
れ
か
ら
特
集
と

し
て
、「
み
ん
な
ね
っ
と
」
誌
で
順
次

紹
介
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

ど
う
ぞ
御
一
読
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
野
村
忠
良
）
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し
っ
か
り
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
精
神

病
や
重
症
の
う
つ
病
で
は
な
い
よ
う

で
す
。
神
経
症
な
ど
の
心
理
的
な
不

都
合
で
し
ょ
う
か
？　

で
も
、
椅
子

に
座
ら
れ
た
後
は
視
線
を
下
に
向

け
、
症
状
の
説
明
も
小
さ
な
声
で
、

な
か
な
か
う
ま
く
話
せ
ま
せ
ん
。

〈
困
っ
て
い
る
こ
と
は
？
〉

　

今
日
は
ど
ん
な
こ
と
を
困
っ
て
お

ら
れ
ま
す
か
？

　
「
腹
を
立
て
た
り
、
泣
き
そ
う
に

な
っ
た
り
、
気
分
が
落
ち
着
き
ま
せ

ん
。
今
日
は
食
欲
が
な
く
、
食
べ
る

気
が
し
ま
せ
ん
」

　

予
診
票
に
は
〝
最
近
〟
と
書
い
て

あ
り
ま
す
が
、
以
前
と
は
違
う
調
子

な
ん
で
す
ね
。
い
つ
頃
か
ら
そ
う
い

う
感
じ
で
す
か
？

　
「
半
年
く
ら
い
前
か
ら
気
分
の
上

が
り
下
が
り
が
激
し
い
で
す
」

　

気
分
の
波
が
あ
る
病
気
で
は
躁
う

つ
病
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
言
い
方

で
は
１
日
の
内
で
と
か
、
数
日
間
の

街の
診療所から
のお便り

増
ましもと

本　茂
し げ き

樹

連
載
131
回

〈
一
人
で
受
診
〉

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
初
診
申
し
込

み
を
さ
れ
た
Ｃ
さ
ん
は
27
歳
の
保
育

士
（
女
性
）
で
す
。
メ
ー
ル
の
症
状

欄
に
は
「
最
近
、
食
欲
不
振
。
気
分

が
変
わ
り
や
す
く
て
、
イ
ラ
イ
ラ
す

る
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
一
人
で

診
察
室
に
入
っ
て
こ
ら
れ
た
時
の
様

子
で
は
、
ど
こ
か
落
ち
着
か
ず
、
何

か
に
迷
っ
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
見
え

ま
す
が
、
表
情
や
歩
き
方
は
普
通
に

増本クリニック院長

・・・
町
の
精
神
科
医
は

　
　
気
軽
な
相
談
者
に
な
り
た
い
・・・
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場
も
変
わ
っ
た
の
で
す
」

　

そ
う
で
し
た
か
。
結
婚
は
う
れ
し

い
こ
と
で
す
が
、
大
変
な
ス
ト
レ
ス

で
も
あ
る
ん
で
す
よ
。

〈
今
の
問
題
は
？
〉

　

こ
こ
ま
で
口
が
重
か
っ
た
の
で
す

が
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
口
が
軽
く

な
り
ま
す
。

　

今
度
遅
れ
て
結
婚
式
を
す
る
こ

と
。
彼
の
両
親
に
費
用
の
援
助
を
お

願
い
し
た
と
こ
ろ
、
あ
ま
り
良
い
返

事
で
な
か
っ
た
こ
と
に
不
満
を
言
わ

れ
ま
す
。
で
も
、
こ
の
地
域
の
相
場

で
は
、
Ｃ
さ
ん
の
場
合
も
常
識
的
な

額
で
あ
る
こ
と
、
な
ど
を
話
し
て
い

ま
す
。

　

彼
が
、
結
婚
前
に
は
家
事
を
分
担

す
る
と
言
っ
て
い
た
の
に
、
同
居
し

あ
ま
り
問
題
な
く
幸
福
に
暮
ら
し
て

い
た
人
か
ど
う
か
を
知
ろ
う
と
し
ま

す
。
そ
れ
は
職
業
や
家
族
の
こ
と
を

聞
い
て
い
く
こ
と
で
分
か
り
ま
す
。

　

気
分
が
落
ち
着
か
な
い
と
仕
事
に

差
し
支
え
ま
す
か
？　

半
年
前
か
ら

で
す
か
？　

学
生
時
代
や
こ
こ
数
年

に
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

か
？

　
「
半
年
前
の
ち
ょ
っ
と
前
に
勤
務

先
の
保
育
園
を
変
わ
っ
て
い
ま
す

が
、今
の
職
場
の
皆
さ
ん
も
親
切
で
、

そ
う
困
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
」

　

で
は
、そ
の
こ
ろ
家
族
の
こ
と
で
、

何
か
変
わ
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

か
？

　
「
半
年
前
に
結
婚
し
て
入
籍
し
、

同
居
を
始
め
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
職

内
で
の
上
が
り
下
が
り
の
よ
う
に
思

え
ま
す
。

〈
仕
事
は
？
家
庭
は
？
〉

　

精
神
医
学
で
は
、
今
あ
る
精
神
的

な
症
状
だ
け
を
聞
い
て
、
病
気
を
診

断
す
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
以
前

の
暮
ら
し
ぶ
り
と
ど
う
変
わ
っ
た
か

で
、
診
断
と
治
療
方
針
が
変
わ
り
ま

す
。
そ
こ
で
ま
ず
、
こ
こ
数
年
間
、
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た
後
で
は
何
も
し
て
く
れ
な
い
こ
と

も
不
満
で
す
。
こ
の
場
合
も
、
身
近

な
若
い
夫
婦
の
例
を
話
し
て
、
こ
れ

か
ら
の
や
り
方
を
工
夫
し
て
行
こ

う
、
な
ど
と
話
し
て
い
ま
す
。
こ
の

辺
り
に
そ
ん
な
に
問
題
は
な
い
よ
う

で
す
。

〈
何
を
治
し
た
い
の
？
〉

　

し
か
し
、
こ
れ
で
は
精
神
科
へ
受

診
し
た
理
由
が
分
か
り
ま
せ
ん
。
病

気
で
は
な
く
て
も
、
何
か
困
難
が

あ
っ
て
、
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
す
。

　

さ
て
、
Ｃ
さ
ん
は
、
今
一
番
困
っ

て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
？　

何
を

協
力
し
て
ほ
し
く
て
う
ち
へ
来
ら
れ

ま
し
た
か
？

　
「
実
は
、
昨
晩
夫
婦
げ
ん
か
を
し

的
に
依
存
し
あ
っ
て
い
る
母
と
息
子

も
、
時
に
あ
る
も
の
で
す
。
で
も
、

Ｃ
さ
ん
の
よ
う
な
新
婚
の
妻
に
と
っ

て
、
ま
だ
恋
人
で
も
あ
っ
て
ほ
し
い

夫
が
母
親
と
親
し
く
し
て
い
る
と
、

嫉
妬
心
が
起
き
て
も
不
思
議
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

精
神
医
学
で
は
そ
ん
な
気
持
ち
を

エ
デ
ィ
プ
ス
・
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
と

言
っ
て
、
息
子
が
母
親
を
父
親
と
取

り
合
う
気
持
ち
、
と
し
て
説
明
さ
れ

て
い
ま
す
。
あ
な
た
も
彼
を
彼
の
お

母
さ
ん
と
取
り
合
い
を
し
て
お
ら
れ

る
の
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
自
然
な
こ

と
で
す
。
し
か
し
、
立
場
を
変
え
て

姑
の
心
境
を
想
像
し
て
み
れ
ば
、
今

ま
で
恋
人
の
よ
う
に
大
事
に
し
て
き

た
息
子
を
、
ま
だ
よ
く
知
ら
な
い
若

い
女
に
取
ら
れ
た
よ
う
に
感
じ
て
お

ま
し
た
。
言
い
合
い
に
な
っ
て
、
彼

か
ら
『
自
分
の
両
親
を
大
事
に
し
な

い
。
そ
ん
な
に
感
情
的
に
当
た
る
の

は
精
神
的
な
病
気
だ
。
精
神
科
に

見
て
も
ら
え
』
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

私
も
以
前
か
ら
、
彼
が
彼
の
お
母

さ
ん
と
親
し
げ
に
話
し
て
い
る
と
、

カ
ー
ッ
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ

こ
は
病
気
か
も
知
れ
な
い
と
思
う
ん

で
す
。
精
神
科
で
相
談
し
た
い
と
思

い
ま
し
た
」

〈
気
持
ち
の
動
き
方
〉

　

そ
こ
で
精
神
科
医
は
Ｃ
さ
ん
か

ら
、
夫
と
姑
が
ど
の
よ
う
に
仲
が
良

い
の
か
話
し
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、

ど
う
や
ら
常
識
の
範
囲
の
仲
の
良
い

母
と
息
子
関
係
の
よ
う
で
し
た
。

　

病
気
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
心
理
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ら
れ
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
か
？

　

Ｃ
さ
ん
は
納
得
さ
れ
、「
こ
れ
ま

で
彼
を
育
て
て
く
れ
た
お
姑
さ
ん
に

感
謝
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
立
場
な

の
で
す
ね
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

〈
息
子
を
取
ら
れ
た
。〉

　

逆
に
、
息
子
が
結
婚
す
る
と
息
子

を
嫁
に
取
ら
れ
た
と
感
じ
、
心
身
の

調
子
を
崩
し
て
受
診
さ
れ
る
母
親
も

お
ら
れ
ま
す
。
あ
る
お
母
さ
ん
は
、

息
子
が
嫁
の
実
家
の
近
く
に
家
を
建

て
た
の
で
う
つ
病
に
な
っ
た
と
言
っ

て
、
受
診
さ
れ
ま
し
た
。
息
子
が
近

く
に
い
な
い
と
病
気
に
な
る
く
ら
い

つ
ら
い
、
と
い
う
思
い
で
し
ょ
う
。

う
つ
病
で
は
な
い
の
で
す
が
、
精
神

科
医
は
〝
も
う
ち
ょ
っ
と
で
う
つ
病

に
な
り
そ
う
で
す
ね
〟
く
ら
い
は

言
っ
て
あ
げ
ま
す
。
ほ
ん
の
ち
ょ
っ

と
の
抗
う
つ
薬
を
、〝
ま
あ
え
え
か
〟

と
い
う
方
向
へ
引
っ
張
る
薬
と
し
て

処
方
し
た
り
し
ま
す
。

　

本
来
の
目
標
は
、
孤
独
に
耐
え
て

一
人
で
も
生
き
て
行
け
る
よ
う
に
、

自
信
と
意
欲
を
回
復
し
て
も
ら
う
方

向
で
す
。

〈
町
の
悩
み
の
相
談
〉

　

こ
う
い
う
受
診
者
も
町
の
ク
リ

ニ
ッ
ク
に
は
結
構
来
ら
れ
ま
す
。
こ

う
い
う
相
談
は
、
そ
の
人
の
周
り
に

い
る
人
や
人
生
の
先
輩
の
役
目
だ
と

思
う
の
で
す
が
、
そ
う
い
う
人
の
心

の
動
き
を
聞
い
て
、
一
番
の
ポ
イ
ン

ト
を
探
し
出
す
の
は
、
精
神
科
医
に

と
っ
て
気
分
の
悪
い
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
で
も
、
占
い
師
に
な
っ
た

よ
う
な
気
分
で
も
あ
り
ま
す
。

　

現
代
社
会
は
、
人
が
孤
独
な
社
会

の
よ
う
で
す
ね
。
パ
チ
ン
コ
屋
に
勤

め
て
い
る
患
者
さ
ん
か
ら
聞
い
た
話

で
す
が
、
パ
チ
ン
コ
屋
で
は
職
員
の

心
得
と
し
て
、〝
お
客
さ
ん
の
悩
み

話
を
よ
く
聞
い
て
あ
げ
る
〟
と
い
う

こ
と
を
指
導
さ
れ
る
ら
し
い
で
す
。

ギ
ャ
ン
ブ
ル
よ
り
も
、
心
の
支
え
で

客
に
来
て
も
ら
っ
て
い
る
ら
し
い
。

町
の
精
神
科
医
も
、
悩
み
の
専
門
家

と
し
て
、
し
っ
か
り
し
な
い
と
い
け

な
い
よ
う
で
す
。
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今
回
ご
紹
介
を
す
る
の
は
、
織
田

姫
乃
さ
ん
（
仮
名
：
60
歳
代
女
性
）

で
す
。
織
田
さ
ん
と
は
、
家
族
会
の

研
修
会
で
ご
一
緒
す
る
こ
と
が
き
っ

か
け
と
な
り
、
出
会
い
ま
し
た
。
そ

し
て
、
つ
い
最
近
、
ご
自
宅
で
昼
食

を
ご
ち
そ
う
し
て
い
た
だ
い
た
の
で

す
。
お
会
い
し
て
、
ま
だ
半
年
余
り

で
す
が
、
ご
自
身
の
考
え
や
行
動
が
、

大
い
な
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
を
持
っ
て

知
る
こ
と
は
生
き
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
40
年
間
暮
ら
し
て
い
る
こ
の
地
域
で

　
　
　
　
　
　
　
　
日
々
の
ド
ラ
マ
を
楽
し
む

（
自
ら
の
人
生
の
主
人
公
と
し
て
の
家
族
の
暮
ら
し
特
集
⑦
）

連
載
28
回

日
本
福
祉
大
学

み
ん
な
ね
っ
と
理
事

青
木
聖
久

い
ら
っ
し
ゃ
る
方
で
す
。

今
の
地
域
に
家
を
建
て
て

40
年
間
暮
ら
す

　

織
田
さ
ん
は
高
校
を
卒
業
し
て
、

２
年
ほ
ど
働
か
れ
た
後
に
結
婚
さ
れ

ま
し
た
。
配
偶
者
の
明
さ
ん
（
仮
名
）

は
、
朝
早
く
か
ら
夜
遅
く
ま
で
仕
事

を
し
、
海
外
出
張
も
多
か
っ
た
よ
う

で
す
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
家
の
こ
と

は
結
婚
し
て
以
来
、
ず
っ
と
織
田
さ

ん
が
切
り
盛
り
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
２
人
ず
つ
娘
さ
ん
と
息
子
さ
ん

が
お
ら
れ
ま
す
。
そ
の
お
子
さ
ん
た

ち
に
は
、
節
句
や
七
夕
等
、
日
本
の

伝
統
行
事
を
45
年
間
欠
か
さ
ず
続
け

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
結
婚
し
て
５
年
程
経
っ

た
時
、
今
の
地
域
に
家
を
建
て
て
移

り
住
み
、
40
年
間
暮
ら
し
続
け
て
お

ら
れ
ま
す
。
そ
こ
は
、
街
全
体
が
比

較
的
平
地
で
、
駅
が
近
く
、
公
共
施

設
や
医
療
機
関
等
に
も
、
自
転
車
さ

え
あ
れ
ば
難
な
く
行
け
る
ぐ
ら
い
、

便
利
な
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
地
域
の

幹
線
道
路
か
ら
少
し
入
っ
た
と
こ
ろ

に
、
10
軒
程
の
家
が
立
ち
並
ん
で
お

り
、
そ
の
１
軒
が
織
田
さ
ん
の
自
宅

と
な
り
ま
す
。
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地
域
の
人
と
共
に

子
育
て
を
し
て
き
た

　

長
女
の
真
弓
さ
ん
（
仮
名
）
が
４

歳
、
長
男
の
猛
君
（
仮
名
）
が
３
歳
、

次
女
の
光
さ
ん
（
仮
名
）
が
２
歳
の

時
に
、
織
田
さ
ん
家
族
は
、
こ
の
地

に
住
み
始
め
ま
し
た
。
織
田
さ
ん
は

家
の
近
く
の
電
柱
を
囲
み
、
近
所
の

人
た
ち
と
談
笑
し
な
が
ら
、
毎
朝
の

よ
う
に
真
弓
さ
ん
た
ち
の
靴
洗
い
を

し
て
い
た
と
言
わ
れ
ま
す
。
ま
さ
に
、

半
径
10
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
の
と
こ
ろ

が
、
交
流
の
場
と
な
っ
て
お
り
、
４

人
の
お
子
さ
ん
の
子
育
て
全
盛
期
の

最
初
の
15
年
間
ぐ
ら
い
は
、
当
た
り

前
の
よ
う
に
、
近
所
の
人
た
ち
と
交

流
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

そ
の
傍
ら
、
活
発
な
織
田
さ
ん
は
、

地
域
の
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

チ
ー
ム
に
入
り
、
こ
の
地
に
根
差
し

た
暮
ら
し
を
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

最
愛
の
娘
た
ち
が
精
神
疾
患
と
遭
遇

　

長
女
の
真
弓
さ
ん
は
、
短
期
大
学

を
卒
業
後
に
就
職
し
た
も
の
の
、
１

年
後
に
、
上
司
の
理
不
尽
な
指
示
に

納
得
が
い
か
ず
退
職
し
ま
し
た
。
そ

の
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
間
不
信
に
な

り
、
さ
ら
に
、
他
に
も
上
手
く
い
か

な
い
こ
と
が
重
な
り
、
精
神
疾
患
を

発
症
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
も
影
響
し
て
か
、
自
宅

で
は
、
真
弓
さ
ん
と
次
女
の
光
さ
ん

と
の
ト
ラ
ブ
ル
が
頻ひ

ん
ぱ
つ発
す
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、

あ
る
日
警
察
か
ら
連
絡
が
入
り
、
光

さ
ん
を
他
県
の
山
奥
の
ゴ
ル
フ
場
で

保
護
し
た
と
言
う
の
で
す
。
そ
の
知

ら
せ
を
聞
い
た
織
田
さ
ん
は
、
明
さ

ん
と
車
で
現
地
に
飛
ん
で
い
き
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
光
さ
ん
は
「
あ
な

た
は
本
当
の
親
で
は
な
い
。
本
当
の

親
は
こ
こ
に
い
る
」
と
言
っ
て
、
織

田
さ
ん
た
ち
の
こ
と
を
受
け
入
れ
な

か
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
こ
で
、
２
人

で
必
死
に
な
っ
て
光
さ
ん
を
車
に
乗

せ
、
そ
の
ま
ま
精
神
科
に
受
診
さ
せ
、

入
院
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、長
女
の
真
弓
さ
ん
は
精
神

科
病
院
を
退
院
後
、
紆う

よ
き
ょ
く
せ
つ

余
曲
折
が
あ

り
な
が
ら
も
、現
在
、グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
に
入
っ
て
６
年
目
に
な
り
ま
す
。

退
院
後
は
娘
を
全
力
で

守
っ
て
い
こ
う

　

一
方
、
光
さ
ん
は
前
述
の
よ
う
に
、



みんなねっと 2018 年４月号　 30 

20
年
前
に
発
症
以
来
、
精
神
科
病
院

の
入
退
院
を
繰
り
返
し
て
い
ま
し
た
。

２
０
１
６
年
５
月
に
は
、
家
の
中
が

落
ち
着
か
な
い
状
況
に
な
り
、
光
さ

ん
は
「
自
宅
で
は
ゆ
っ
く
り
眠
れ
な

い
」
と
、
任
意
入
院
を
し
た
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
し
ば
ら
く
す
る
と
、
隔

離
室
に
光
さ
ん
が
入
っ
て
い
る
こ
と

を
知
り
ま
し
た
。
織
田
さ
ん
は
驚
き
、

理
由
を
医
師
に
聞
い
て
も
、
き
ち
ん

と
説
明
を
受
け
ら
れ
ず
、
唖
然
と
し

た
そ
う
で
す
。

　

さ
ら
に
、
興
奮
を
抑
え
る
た
め
に

薬
が
増
え
続
け
、
光
さ
ん
は
、
ろ
れ

つ
が
回
ら
な
く
な
り
、
一
人
で
歩
く

事
も
ま
ま
な
ら
な
い
状
態
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。
医
師
に
薬
の
調
整
を
お

願
い
し
て
も
、「
減
ら
す
と
治
療
が
出

来
な
い
」
と
言
わ
れ
る
の
み
で
、
織

田
さ
ん
は
「
治
療
と
は
、
患
者
を
お

と
な
し
く
さ
せ
、
医
師
の
言
う
こ
と

を
聞
か
せ
る
事
な
の
か
」
と
、
疑
問

が
膨
ら
ん
で
い
き
ま
し
た
。
さ
ら
に

織
田
さ
ん
は
、
面
会
時
の
光
さ
ん
の

姿
か
ら
、「
隔
離
室
に
は
患
者
の
意
思

を
伝
え
る
場
が
無
く
、
人
格
も
否
定

さ
れ
、
部
屋
か
ら
出
る
恐
怖
さ
え
本

人
に
与
え
て
い
る
」
と
感
じ
ま
し
た
。

光
さ
ん
が
、
隔
離
室
に
閉
じ
こ
も
る

様
に
追
い
詰
め
ら
れ
て
い
る
の
を
、

面
会
の
度
に
痛
感
し
た
の
で
す
。

　

そ
こ
で
、
織
田
さ
ん
は
決
意
し
ま

し
た
。「
患
者
本
人
の
話
を
向
き
合
っ

て
聞
け
る
の
は
、
親
で
あ
る
私
し
か

い
な
い
。
退
院
さ
せ
よ
う
」。
即
刻
そ

の
こ
と
を
医
師
に
伝
え
、
退
院
日
が

決
ま
り
ま
し
た
。
織
田
さ
ん
は
光
さ

ん
に
退
院
日
を
告
げ
、
家
に
帰
れ
る

と
励
ま
し
、
そ
れ
か
ら
毎
日
面
会
に

行
き
ま
し
た
。「（
隔
離
室
で
の
）
３

か
月
間
、
な
ん
て
辛
い
思
い
を
さ
せ

て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
」、
と
猛
反
省

す
る
と
共
に
「
退
院
後
は
全
力
で
娘

を
守
っ
て
行
こ
う
」
と
決
め
た
の
で

し
た
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
家ち

に
行
っ
て

お
茶
を
飲
ん
で
い
た

　

退
院
し
て
か
ら
３
か
月
間
、
極
力
、

織
田
さ
ん
は
光
さ
ん
を
連
れ
て
外
出

し
ま
し
た
。
と
は
い
え
、
一
人
で
光

さ
ん
が
家
に
居
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

あ
る
日
、
外
出
先
か
ら
織
田
さ
ん
が

家
に
帰
る
と
、
光
さ
ん
が
向
か
い
の

家
か
ら
走
っ
て
出
て
来
た
の
で
す
。

驚
き
、「
何
処
へ
行
っ
て
た
の
」
と
聞

く
と
「
家
に
誰
も
居
な
い
か
ら
、
お
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向
か
い
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
家
に
行
っ

て
お
茶
を
飲
ん
で
い
た
」
と
言
う
の

で
す
。
し
か
も
、
こ
れ
が
初
め
て
で

は
な
く
、
何
回
か
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
家

に
お
邪
魔
を
し
て
い
る
と
聞
き
、
さ

ら
に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
家
に
誰

も
居
な
く
な
る
と
、
寂
し
く
な
っ
て
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
家
に
行
っ
て
、
お
茶

を
頂
い
て
い
た
、
と
言
う
の
で
す
。

ち
な
み
に
、
そ
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、

週
に
２
日
間
、デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
行
っ

て
い
る
と
の
こ
と
。
な
の
で
、
光
さ

ん
は
送
迎
車
が
戻
っ
て
く
る
と
、走
っ

て
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
迎
え
に
行
き
、

腰
が
九
十
度
に
曲
が
っ
て
い
る
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
の
顔
を
下
か
ら
の
ぞ
き
込

む
よ
う
に
し
て
、
大
き
な
声
で
「
お

帰
り
な
さ
い
」
と
言
う
の
で
す
。
す

る
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
光
さ
ん
の

顔
を
見
て
「
た
だ
い
ま
」
と
ニ
ッ
コ

リ
。
そ
し
て
、
光
さ
ん
が
満
足
し
て
、

家
に
帰
っ
て
来
る
の
で
す
。

　

そ
こ
で
、
そ
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
家

の
お
嫁
さ
ん
に
、
織
田
さ
ん
は
お
礼

と
共
に
、
思
い
切
っ
て
、
光
さ
ん
の

こ
と
を
は
じ
め
、
家
の
状
況
を
話
し

た
そ
う
で
す
。
す
る
と
、
そ
の
お
嫁

さ
ん
は
「
何
処
の
家
に
も
色
々
あ
る

か
ら
ね
」
と
言
い
、さ
ら
に
、「
光
ち
ゃ

ん
が
来
て
く
れ
る
と
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
も
話
相
手
が
出
来
た
と
喜
ん
で
る

か
ら
」
と
、
言
っ
て
く
れ
た
の
で
す
。

い
つ
で
も
ト
イ
レ
を

使
っ
て
く
だ
さ
い

　

ま
た
、
あ
る
日
、
近
所
の
奥
さ
ん

が
、
旦
那
さ
ん
が
鍵
を
閉
め
て
出
掛

け
ら
れ
た
た
め
に
、
家
に
入
れ
ず
、

ト
イ
レ
が
間
に
合
わ
な
く
な
り
、
織

田
さ
ん
宅
の
ト
イ
レ
を
借
り
に
き
た

こ
と
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
す
る
と
、

光
さ
ん
が
快
く
受
け
入
れ
「
い
つ
で

も
ト
イ
レ
を
使
っ
て
下
さ
い
」
と
話

し
た
そ
う
で
、
後
日
お
礼
に
、
そ
の

奥
さ
ん
が
来
ら
れ
ま
し
た
。
す
る
と
、

驚
き
の
事
実
が
さ
ら
に
判
明
し
た
の

で
す
。
な
ん
と
、
そ
の
奥
さ
ん
の
家

に
も
、
光
さ
ん
が
お
茶
を
頂
き
に
お

邪
魔
し
て
い
た
、
と
言
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

　

織
田
さ
ん
が
家
を
留
守
に
し
て
い

る
間
、
光
さ
ん
は
近
所
の
何
軒
か
の

家
に
お
邪
魔
を
し
て
は
、
愛
ら
し
い

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
て
い

た
の
で
す
。
こ
の
地
域
に
住
ん
で
40

年
。
光
さ
ん
が
発
症
し
て
20
年
。
ま

さ
か
、
光
さ
ん
が
こ
の
よ
う
な
交
流
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プ
ホ
ー
ム
へ
も
週
に
１
回
草
取
り
に

通
い
、そ
の
際
、職
員
と
話
も
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
多
く
の
つ
な
が
り

が
、
織
田
さ
ん
に
安
心
と
勇
気
を
も

た
ら
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
光
さ
ん
の

退
院
の
決
断
へ
と
つ
な
が
っ
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。特
に
、次
の
①
～
④
が
、

織
田
さ
ん
の
場
合
、
大
き
か
っ
た
と

言
え
る
で
し
ょ
う
。

①
人
と
し
て
ど
の
よ
う
に
生
き
る
べ

き
か
と
い
う
、
元
々
持
っ
て
い
た
確

固
た
る
信
念

②
絶
対
に
譲
る
こ
と
の
で
き
な
い
、

唯ゆ
い

一い
つ

無む

二に

の
家
族
へ
の
愛
情

③
客
観
的
で
あ
り
誠
実
に
相
談
に
応

じ
ら
れ
た
、
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン

の
医
師

④
も
や
も
や
し
て
い
た
思
い
に
対
し

て
、
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
ら
れ
た

を
図
る
と
は
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た

の
で
、
織
田
さ
ん
も
光
さ
ん
の
後
を

追
う
よ
う
に
し
て
、
近
所
へ
お
礼
を

言
い
な
が
ら
、「
こ
れ
か
ら
も
お
世
話

に
な
り
ま
す
」
と
話
し
た
そ
う
で
す
。

確
固
た
る
信
念
と
唯ゆ

い

一い
つ

無む

二に

の

家
族
へ
の
愛
情

　

こ
こ
か
ら
は
、
織
田
さ
ん
の
こ
れ

ま
で
の
歩
み
を
振
り
返
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
織
田
さ
ん
は
、
光
さ
ん
の

こ
と
を
通
し
て
、
よ
り
一
層
、
こ
の

地
域
に
根
差
し
た
暮
ら
し
を
さ
れ
て

い
ま
す
。
一
方
で
、
地
域
家
族
会
に

入
っ
て
か
ら
は
、
25
年
に
な
る
そ
う

で
す
。
ま
た
、
元
々
園
芸
が
好
き
な

織
田
さ
ん
は
、
草
取
り
や
花
壇
づ
く

り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
も
６
年

に
な
り
、
真
弓
さ
ん
が
い
る
グ
ル
ー

家
族
会
の
仲
間

「
子
ど
も
さ
ん
の
良
い
所
は
何
で
す

か
」
と
聞
か
れ
、
は
っ
と
し
た

　

と
は
い
え
、
１
人
の
家
族
が
、
精

神
科
病
院
か
ら
子
ど
も
を
退
院
さ
せ

る
と
い
う
こ
と
は
、
簡
単
な
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ

ま
で
光
さ
ん
の
精
神
症
状
が
揺
れ
た

時
に
は
、
精
神
科
病
院
と
い
う
社
会

資
源
を
使
っ
て
き
た
か
ら
で
す
。
そ

れ
が
、
こ
れ
か
ら
は
、
基
本
的
に
入

院
医
療
を
活
用
し
な
い
方
法
で
、
光

さ
ん
と
寄
り
添
っ
て
暮
ら
し
て
い
こ

う
、
と
決
め
た
の
で
す
か
ら
。

　

実
は
、
織
田
さ
ん
が
光
さ
ん
の
退

院
を
後
押
し
し
た
社
会
資
源
は
、
前

述
の
①
～
④
以
外
に
も
あ
っ
た
そ
う

で
す
。
光
さ
ん
が
隔
離
室
に
居
る
と
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き
、
１
人
の
支
援
者
に
相
談
を
し
た

と
こ
ろ
、「
子
ど
も
さ
ん
の
良
い
所
は

何
で
す
か
」
と
聞
か
れ
、
は
っ
と
し

た
そ
う
で
す
。
幼
少
の
頃
の
光
さ
ん
。

障
が
い
者
枠
で
レ
ス
ト
ラ
ン
の
厨
房

で
一
所
懸
命
に
働
い
て
い
た
頃
の
光

さ
ん
。
家
族
会
の
仲
間
に
人
懐
っ
こ

く
接
す
る
光
さ
ん
。
多
く
の
光
さ
ん

の
姿
を
織
田
さ
ん
は
思
い
出
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
何
よ
り
も
、
私
の

大
切
な
娘
だ
と
。

　

織
田
さ
ん
は
、
光
さ
ん
の
病
気
の

症
状
し
か
見
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に

気
づ
い
た
、
と
言
い
ま
す
。

九
州
か
ら
北
海
道
ま
で
桜
前
線
を

追
い
か
け
て
花
見
を
す
る
の
が
夢

　

織
田
さ
ん
の
夢
は
、
車
の
運
転
が

好
き
な
の
で
、
九
州
か
ら
北
海
道
ま

で
桜
前
線
を
追
い
か
け
て
花
見
を
す

る
こ
と
だ
と
言
い
ま
す
。
織
田
さ
ん

は
、
こ
れ
ま
で
辛
い
経
験
は
沢
山
あ

り
ま
し
た
が
、
４
人
の
子
ど
も
さ
ん

た
ち
の
お
蔭
で
、
親
と
し
て
、
人
と

し
て
成
長
さ
せ
て
も
ら
い
、
色
々
な

人
た
ち
と
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
た
、

と
感
謝
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

最
後
に
。
織
田
さ
ん
は
、
精
神
医

療
を
否
定
し
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
一
度
き
り
の
人
生
、
大
事
な

大
事
な
子
ど
も
さ
ん
に
、
社
会
で
た

く
さ
ん
の
ド
ラ
マ
を
経
験
し
て
も
ら

い
た
い
。
そ
し
て
、
生
き
て
い
て
よ

か
っ
た
、
と
感
じ
て
も
ら
い
た
い
。

そ
の
よ
う
に
子
ど
も
さ
ん
が
感
じ
ら

れ
る
こ
と
が
、
織
田
さ
ん
に
と
っ
て

幸
せ
な
こ
と
な
の
で
す
。
そ
の
子
ど

も
さ
ん
に
と
っ
て
の
身
近
な
環
境
の

家
族
と
し
て
、
織
田
さ
ん
は
今
で
は
、

風
呂
場
で
光
さ
ん
が
大
き
な
声
を
出

し
て
い
て
も
、「
今
日
の
声
は
よ
か
っ

た
ね
」
と
言
う
よ
う
に
変
化
し
て
い

ま
す
。

　

そ
ん
な
あ
る
日
。
寒
空
の
夜
、
織

田
さ
ん
が
玄
関
先
に
居
た
と
こ
ろ
、

「
姫
乃
さ
ん
、
寒
い
で
し
ょ
。
あ
っ
た

め
て
あ
げ
る
」
と
光
さ
ん
が
、
何
と
、

ハ
グ
し
て
く
れ
た
の
で
す
。
織
田
さ

ん
は
、「
光
さ
ん
の
身
体
、
あ
っ
た
か

い
～
」
と
し
ば
ら
く
、
身
を
預
け
ら

れ
た
と
言
い
ま
す
。「
生
き
て
い
て
よ

か
っ
た
」
と
織
田
さ
ん
の
方
が
、
光

さ
ん
か
ら
感
じ
た
瞬
間
で
し
た
…
。

（
あ
お
き
き
よ
ひ
さ
）
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お
医
者
さ
ん
の
言
う
こ
と
を
き
ち

ん
と
聞
き
、き
ち
ん
と
薬
を
の
め
ば
、

病
気
と
上
手
に
つ
き
あ
え
ま
す
。
主

人
が
、
病
気
に
理
解
が
あ
っ
て
や
さ

し
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
今

も
小
さ
な
悩
み
は
あ
り
ま
す
が
、
夫

婦
で
話
し
合
い
何
と
か
生
活
を
送
っ

て
ま
す
。
今
は
60
代
前
半
な
の
で
大

き
な
病
気
に
な
ら
ぬ
よ
う
気
を
つ
け

て
ま
す
。

◆
愛
知
県
　
宮
本
和
子
　
家
族
（
70

代
）

　

娘
が
２
０
０
７
年
９
月
に
自
殺
未

遂
を
く
り
返
し
て
、
う
つ
病
で
入
院

し
て
か
ら
10
年
。
い
つ
の
間
に
か
統

合
失
調
症
と
し
て
診
断
さ
れ
、
２
年

続
け
て
入
院
を
く
り
返
し
た
が
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
「
な
か
よ
し
」
に
通
う
よ

う
に
な
っ
て
、
友
達
も
出
来
、
恋
人

も
出
来
、
結
婚
。
し
か
し
１
年
半
の

結
婚
生
活
に
終
止
符
を
う
ち
、
現
在

夫
が
１
年
前
に
亡
く
な
っ
て
娘
と
二

　

先
日
み
ん
な
ね
っ
と
１
月
号
に
か

か
れ
て
い
る
方
が
私
の
知
る
会
長
さ

ん
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
あ
わ
て
て

再
読
し
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
そ
の

行
動
力
、
考
え
方
に
感
服
す
る
ば
か

り
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
す
ご
い
方

が
身
近
に
み
え
る
こ
と
を
知
り
、
本

当
に
心
強
く
思
い
ま
し
た
。

　
　

日
常
生
活　
　

◆
兵
庫
県
　
ナ
ッ
チ
ャ
ン
　
本
人

（
60
代
）

　

私
は
25
歳
の
時
統
合
失
調
症
に
な

り
、
な
お
ら
な
い
と
言
わ
れ
き
ち
ん

と
薬
を
の
み
、
働
け
る
よ
う
に
な
り

何
度
か
小
さ
な
再
発
は
あ
り
ま
し
た

が
、
30
歳
の
お
わ
り
に
結
婚
で
き
２

人
の
子
供
を
育
て
ま
し
た
。
１
人
は

公
務
員
、
１
人
は
５
年
半
続
き
、
何

と
か
私
も
午
前
中
だ
け
パ
ー
ト
し

て
、
家
事
も
こ
な
し
て
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
薬
も
の
ん
で
い
ま
す
。

「
み
ん
な
ね
っ
と
」の
感
想

◆
愛
知
県
　
も
ん
　
家
族
（
60
代
）

　

毎
月
、
青
木
先
生
の
「
知
る
こ
と

は
生
き
る
こ
と
」
を
楽
し
み
に
読
ん

で
い
ま
す
。

　

と
て
も
励
ま
さ
れ
る
こ
と
が
書
か

れ
て
あ
り
、
登
場
人
物
に
と
て
も
親

近
感
を
持
ち
ま
す
。
当
事
者
の
親
と

し
て
ど
の
よ
う
に
子
供
に
向
き
あ
っ

て
き
た
か
、
家
族
し
か
わ
か
ら
な
い

つ
ら
さ
が
悲
し
み
が
伝
わ
っ
て
く
る

か
ら
で
す
。

読者のページ

わ
みんなの

「みんなのわ」は、読者のみなさ
んからのお便りや投稿を中心
にご紹介するコーナーです。

○○○○○○○○○みんなのわ○○
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◆
埼
玉
県
　
鏡
　
本
人
（
30
代
）

　

県
内
の
精
神
病
院
に
措
置
入
院
と

い
う
形
で
搬
送
さ
れ
強
制
入
院
を
昨

年
十
一
月
末
日
よ
り
さ
れ
て
よ
り
、

身
体
に
傷
が
残
る
体
罰
と
い
う
名
の

行
為
を
看
護
師
達
か
ら
さ
れ
、
心
が

深
く
傷
つ
い
て
い
ま
す
。
拘
束
の
理

由
も
納
得
い
か
な
い
ま
ま
男
性
看
護

師
達
よ
り
さ
れ
、
笑
い
な
が
ら
腰
や

手
首
を
し
ば
り
つ
け
て
い
た
の
が
印

象
的
で
す
。
午
後
三
時
の
菓
子
の
時

間
の
自
己
管
理
に
、
母
親
ゆ
ず
り
の

糖
尿
病
よ
り
、
さ
せ
て
も
ら
え
ず
、

訴
え
る
と
必
ず
拘
束
さ
れ
ま
し
た

…
。

　

押
し
倒
さ
れ
、
縛
ら
れ
、
股
を
開

か
れ
、
三
十
三
で
お
む
つ
パ
ッ
ド
を

さ
せ
ら
れ
、
流
し
切
れ
な
い
程
の
涙

の
思
い
が
出
て
ま
す
。

　

父
の
短
気
さ
も
お
お
き
な
苦
し
み

で
し
た
。
退
院
後
も
短
気
さ
は
お
と

ろ
え
ず
、
も
う
一
度
〝
措
置
入
院
さ

人
ぐ
ら
し
に
な
り
ま
し
た
。

　

最
近
は
ゲ
ー
ム
や
パ
チ
ン
コ
に
は
ま

り
、
お
金
を
つ
ぎ
こ
ん
で
な
か
な
か
や

め
ら
れ
な
く
て
、親
子
ゲ
ン
カ
と
な
り
、

「
も
う
出
て
い
っ
て
。
帰
っ
て
こ
な
い

で
」
と
言
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

そ
の
日
は
家
に
帰
っ
て
来
な
く
て
、

次
の
日
昼
間
に
病
院
か
ら
電
話
が
あ

り
、「
娘
さ
ん
が
意
識
を
と
り
も
ど
し

た
の
で
連
絡
し
ま
し
た
」
あ
わ
て
て
病

院
に
か
け
つ
け
た
が
、
眠
り
続
け
て
い

た
３
日
目
の
朝
に
や
っ
と
目
ざ
め
て
話

を
聞
く
と
「
死
に
た
く
て
薬
を
全
部
飲

ん
で
川
に
飛
び
込
も
う
と
思
っ
た
が
、

ふ
ら
ふ
ら
に
な
っ
て
近
く
の
家
の
駐
車

場
で
警
察
に
連
絡
さ
れ
意
識
が
な
く
な

っ
て
救
急
車
に
運
ば
れ
、
身
元
不
明
で

入
院
し
た
と
の
事
。
娘
と
こ
れ
か
ら
ど

う
や
っ
て
一
緒
に
く
ら
し
て
い
く
の
か

と
て
も
不
安
で
す
。

◆
埼
玉
県
　soon

　
本
人
（
30
代
）

　

精
神
病
院
と
は
本
当
に
嫌
な
所
で
生

活
し
づ
ら
い
で
す
。
家
族
と
の
折
り

合
い
が
悪
く
警
察
の
生
活
安
全
課
に

頼
っ
て
も
誰
も
何
も
助
け
て
く
れ
な

い
の
が
実
体
の
様
に
思
え
て
い
ま

す
。

　

私
が
15
歳
位
の
頃
に
は
女
子
高
生

ブ
ー
ム
で
高
校
に
入
学
し
た
ば
か
り

の
頃
等
に
は
精
神
を
病
む
内
容
の
ド

ラ
マ
も
多
く
放
送
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、実
体
は
も
っ
と
酷
い
も
の
で
し
た
。

　

退
院
し
て
生
き
て
生
き
長
ら
え
て

い
く
の
も
も
う
あ
ま
り
希
望
も
薄
く

な
っ
て
来
ま
し
た
。

　

薬
の
投
薬
の
変
化
が
激
し
く
、
治

療
と
い
う
も
の
も
何
か
虚
し
く
思

え
、
た
だ
、
生
き
て
る
だ
け
の
生
活

が
嫌
に
な
り
ま
し
た
。

　

肉
親
も
憎
ら
し
い
人
ば
か
り
で

す
。た
だ
の
悪
口
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

私
は
随
分
我
慢
し
て
き
た
と
思
っ
て

ま
す
。

　

２
度
と
人
間
に
は
生
ま
れ
て
来
た

く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○○○○○○○○○みんなのわ○○
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月
５
日
の
定
期
総
会
で
、
精
神
障
害

者
を
運
賃
割
引
の
対
象
か
ら
除
外
し

て
い
る
不
条
理
な
制
度
の
解
消
に
向

け
、
全
国
の
家
族
が
力
を
合
わ
せ
て

取
り
組
む
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
あ

れ
か
ら
、
す
で
に
４
年
が
経
過
し
ま

す
。
こ
の
間
の
取
り
組
み
や
実
現
し

た
成
果
を
振
り
返
り
、
今
後
の
取
り

組
み
を
皆
さ
ん
と
共
に
考
え
て
い
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

２
０
１
４
年
10
月
、
国
土
交
通
大

臣
や
厚
生
労
働
大
臣
、
衆
参
国
会
議

員
団
政
策
責
任
者
、
民
鉄
協
な
ど
へ

の
要
望
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
年
11

月
か
ら
、
全
国
の
家
族
と
当
事
者
を

対
象
に
交
通
運
賃
に
関
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
実
施
、
２
０
１
５
年
３

月
、
所
得
が
低
く
バ
ス
や
電
車
の
利

用
を
控
え
て
い
る
実
態
を
発
表
し
ま

し
た
。
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
も
活

用
し
て
全
国
の
家
族
が
国
会
請
願
署

名
に
取
り
組
み
、
２
０
１
６
年
５
月

62
万
筆
の
署
名
を
衆
参
両
院
議
長
に

鼻
水
と
涙
と
す
す
り
込
ん
で

か
き
込
ん
だ
里
の
味

温
か
さ
が
瞬
間

お
お
っ
た　

親
の
温
か
さ

ほ
お
ば
る
角
に
福
き
た
る

み
ち
く
さ
に
て

　

な
つ
か
し
さ

安
心
し
て
食
べ
ら
れ
る
食
の
場
所

安
心
し
て
話
せ
る
人
の
憩
う
場
所

そ
れ
は
か
け
が
え
の
な
い
も
の

厳
し
さ
や　

し
が
ら
み
か
ら

少
し
お
や
す
み

さ
あ　

ま
た　

か
け
て
ゆ
く

み
ち
く
さ
に
て

地
域
の
話
題　

◆
交
通
運
賃
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
と
こ
れ
か
ら

Ｊ
Ｒ
等
交
通
運
賃
割
引
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
座
長　

奥
田
和
男

　

み
ん
な
ね
っ
と
は
２
０
１
４
年
６

せ
て
や
る
〟
等
、お
ど
し
て
来
た
り
、

父
の
妹
も
、
し
ょ
せ
ん
父
側
の
（
兄

の
為
）
味
方
の
口
調
で
嫌
に
な
り
ま

し
た
。

　

も
う
一
年
も
前
の
事
に
な
り
ま
す

の
で
、当
時
の
主
治
医
は
い
ま
せ
ん
。

た
だ
ま
た
（
再
度
）
入
院
さ
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
つ
ま
ら
な
い
不
安
な

日
々
で
す
。

　

イ
ラ
つ
く
事
や
不
公
平
に
感
じ
る

事
が
多
々
有
る
ん
で
す
。

　

小
柄
な
為
か
、
拘
束
に
良
い
様
に

や
つ
当
た
り
道
具
の
様
に
当
た
ら
れ

た
気
も
し
て
い
ま
す
。

　

両
親
に
も
不
信
感
を
抱
い
て
し
ま

っ
て
い
ま
す
。

　

詩
・
イ
ラ
ス
ト　

◆
兵
庫
県
　
酒
井
か
ず
よ

　

里
の
味

雪
の
降
る
日

急
い
で
か
け
寄
っ
た
故
郷

○○○○○○○○○みんなのわ○○
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い
る
。
精
神
に
拡
大
す
る
こ
と
に
よ

る
こ
れ
以
上
の
負
担
は
困
難
、
福
祉

制
度
と
し
て
行
政
の
公
的
助
成
が
あ

れ
ば
適
用
拡
大
に
つ
い
て
も
検
討
す

る
」
と
い
う
趣
旨
の
回
答
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
各
社
が
申
し
合
わ

せ
た
よ
う
な
大
手
私
鉄
の
中
で
、
西

鉄
が
英
断
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ

は
、
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
と
福
精
連
（
福

岡
県
連
）
の
ね
ば
り
強
い
協
議
の
積

み
重
ね
が
実
を
結
ん
だ
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
英
断
に
い
た
る
前
の

協
議
で
は
「
所
得
が
低
く
家
族
に
負

担
を
か
け
な
い
た
め
に
外
出
を
控
え

て
い
る
実
態
に
あ
る
こ
と
。
運
賃
割

引
が
適
用
さ
れ
れ
ば
利
用
を
控
え
て

い
る
当
事
者
が
利
用
す
る
よ
う
に
な

り
減
収
よ
り
も
増
収
に
な
る
」
と
の

当
事
者
や
家
族
の
訴
え
に
、
西
鉄
が

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
内
容
を
作
り
、
福

精
連
が
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
精
神
障
害
者
へ
の
適
用
が
決

ま
り
ま
し
た
。

提
出
、
結
果
は
保
留
の
会
派
が
あ
り

請
願
の
採
択
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
ま
た
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
で
交
通
事

業
者
へ
の
要
望
・
協
議
や
意
見
書
の

採
択
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
取
り
組
み
を
と
お
し

て
、
鹿
児
島
県
や
岩
手
県
な
ど
で
バ

ス
の
割
引
適
用
が
進
み
、
公
営
交
通

で
も
名
古
屋
市
営
交
通
と
福
岡
市
営

交
通
で
市
外
に
居
住
す
る
精
神
障

害
者
へ
の
適
用
が
実
現
し
ま
し
た
。

２
０
１
７
年
４
月
か
ら
大
手
私
鉄
の

西
鉄
が
バ
ス
も
鉄
道
も
合
わ
せ
て
精

神
障
害
者
へ
の
割
引
の
適
用
に
踏
み

切
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
一
歩
一
歩
で
は
あ
り

ま
す
が
、
全
国
の
家
族
の
力
を
合
わ

せ
た
取
り
組
み
に
よ
っ
て
成
果
は
表

れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

特
に
Ｊ
Ｒ
と
大
手
私
鉄
は
、
精
神

障
害
者
か
ら
の
質
問
に
対
し
て
「
身

体
・
知
的
の
割
引
に
よ
る
負
担
分

は
、
他
の
客
の
負
担
に
よ
り
賄
っ
て

○○○○○○○○○みんなのわ○○

　

各
地
で
の
交
通
事
業
者
と
の
協
議

は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。
西
鉄
と

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
・
福
精
連
の
協
議
は

こ
れ
か
ら
の
各
地
で
の
協
議
に
生
か

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

５
月
に
開
催
す
る
今
年
度
の
み
ん

な
ね
っ
と
定
期
総
会
の
翌
日
に
は
、

こ
れ
ま
で
の
交
通
運
賃
に
つ
い
て
の

報
告
集
会
が
準
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
集
会
を
契
機
に
取
り
組
み
の
一

層
の
強
化
を
図
り
ま
し
ょ
う
。
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■
３
月
に
開
催
さ
れ
た「
み
ん
な

ね
っ
と
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
７
」

に
参
加
し
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
は
、「
地
域
の
中
で
共

に
暮
ら
す
」
で
、
講
演
、
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
共
に
、
と
て
も
内
容
の

濃
い
お
話
を
聴
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
聴
き
な

が
ら
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
れ
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
（
対
話
）
の
大
切
さ
で
す
。

　

と
て
も
興
味
深
い
講
演
を
さ

れ
た
長
野
先
生
は
、「
障
害
者
が

地
域
の
人
た
ち
と
飲
み
会
な
ど

で
普
通
に
語
り
合
う
こ
と
を
通

じ
て
分
け
隔
て
な
く
い
っ
し
ょ

に
地
域
を
盛
り
上
げ
て
い
く
こ

と
が
で
き
た
」
と
言
わ
れ
ま
し

た
。
さ
い
た
ま
市
の
岡
田
さ
ん

は
、
地
域
を
耕
す
活
動
と
し
て

Ａ
Ｃ
Ｔ
な
ど
を
立
ち
上
げ
な
が

ら
、「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
、

ノ
ミ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
飲
む
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
合
成

語
）
が
と
て
も
重
要
だ
っ
た
」

と
発
言
さ
れ
て
い
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
対
話
が
す
べ
て
で
は
な
い

と
思
い
ま
す
が
、
本
誌
12
月
号

の
特
集
で
も
、
山
本
先
生
は
、「
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る

と
、
人
の
心
や
関
係
は
変
わ
る
」

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
今
、
注
目
さ
れ
て
い
る
ア

ウ
ト
リ
ー
チ
や
オ
ー
プ
ン
ダ
イ

ア
ロ
ー
グ
も
、
時
間
を
か
け
た

対
話
に
よ
り
、
当
事
者
と
の
信

頼
関
係
を
積
み
重
ね
な
が
ら
、

障
害
者
の
地
域
生
活
を
つ
く
り

出
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

考
え
て
み
れ
ば
、
現
在
で
も

短
時
間
の
外
来
診
療
や
施
設
で

の
隔
離
と
い
う
方
法
で
お
こ
な

わ
れ
て
い
る
日
本
の
精
神
科
医

療
を
思
う
と
、
も
っ
と
も
っ
と

対
話
の
力
を
取
り
入
れ
て
い
く

こ
と
が
必
要
だ
な
あ
と
感
じ
い

っ
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
し
た
。（
谷
）



みんなねっとのホームページではメールマガジンを発行しています ( 無
料 )。当会の活動だけでなく、各都道府県連の情報なども随時お知らせす
るメルマガになっています。ぜひ、ご登録ください。詳しくはホームペー
ジをご覧ください（「みんなねっと」で検索ください）。

「みんなねっと」の
ホームページをご覧ください

「みんなねっと」電話相談のご案内
TEL：03-6907-9212　受付時間：水曜日 10 時～15 時

※祝日と重なった場合はお休みです。※お昼（12 時～ 13 時）はお休みをいただきます。

☆メルマガ会員募集中（無料）☆
「みんなねっと」で検索！
http://seishinhoken.jp/

LINE公式アカウント【＠minnanet】

■友だち追加の方法
①ＱＲコードから
LINE アプリを起動し

「その他」→
「友だち追加」→
「QR コード」から QR コードを
読み取り「追加」をタップ
② ID 検索から
LINE アプリを起動し

「公式アカウント」→ 虫眼鏡マー
ク → みんなねっと と検索し「追加」を
タップ

公式ツイッター【＠minnanet】

■フォローの方法
Twitter ページより

「＠minnanet」で検索
→プロフィールページへ行き、
プロフィール画像のすぐ下に
ある「フォローする」をタップ

ご登録！
お待ちしています

《編集理念の刷新について》
　昨年の 11 月 13 日に開かれた本誌の編集会議
では、平成 29 年度事業計画に基づいて平成 30
年４月からの本誌の編集のあり方についての検討
がなされました。
◆編集委員会の構成員
　現在の編集委員会は、谷安正氏（編集業者）、
飯塚壽美理事、小幡事務局長をはじめとするみん
なねっと事務局の職員、それに編集長の役をいた
だいている理事野村忠良で構成されています。
　いまのところ、このメンバーで月々の編集内容
を決めていますが、今後、様々な視点を取り入れ
るために、陣容を充実させてゆく予定です。
◆月刊誌みんなねっとの現状
①家族会の機関誌として
　これまでの月刊誌は、家族会につながった統合
失調やうつ病などの重い精神疾患をもつ当事者の
方々を支えているご家族を主な対象にして、精神
保健医療福祉の情報を伝えたり、ご家族や当事者
の方々が置かれている実態を手記にして掲載した
りという編集をしてきました。家族会内部の機関
誌という存在でした。
②発行部数の減少
　近年、問題となってきたのは本誌の発行部数の
減少です。「みんなねっと」誌は現在１万２千部
あまりで、この部数は月刊誌の発行をはじめ、み
んなねっとの安定した運営を維持する生命線に
なっています。
　減少傾向には、全国の家族会の衰退傾向が大き
く影響しています。高齢化した役員が引退し、新
しい家族の入会が少ない問題にもつながっている
のです。
③基盤としての家族会の衰退
　家族会は、50 年くらい前に、重い統合失調症
などの精神障害を有する方々の家族が、精神科病
院や地域で集まって立ち上げ発展してきました
が、現在では社会の様子が当時とはすっかり変
わっています。家族会に入らなくてもインター
ネットの普及で知識が自宅で簡単に得られるよう
になり、地域に精神科クリニックも増え、入院す
る患者数も日数も少なくなりました。
　そのために、孤独感、不安感、家族の精神症状
などのストレスに耐えられない人や、診療のあり
方等に疑問があるのに、どこに相談しても納得が
いかなくて、ようやく家族会にたどり着いて安堵
した人たち、しかも地域の精神障害者の家族会と
いう世間の偏見がとなる団体であっても入会を必
要とする人たちがいらっしゃいます。よって、家

族は大切な存在であります。
　一方で、家族会を支えてきた多くの古参の会員
たちは、高齢となり動けなくなって毎年抜けてゆ
きます。その結果、各地で家族会の解散が見られ
るようになりました。
　このことが、いま、月刊誌の購読者数に大きく影
響しています。高齢のために読めなくなったという
理由での購読中止の連絡が、たくさん来ています。
◆新しい月刊誌のあり方
　みんなねっとでは、この時節を捉えて月刊誌の
役割の転向を図ることが大切と考え編集員会を中
心に検討した結果、次のような方向が提案され、
取り組むことになりました。
　①一般市民の日常の精神保健・福祉状況のなか
に暮らす、一市民の立場にも立つ視点で編集する
ように努めます。そして、精神障害の当事者の家
族の実態も良く知っている実体験のある市民とし
ての立場から、②精神保健・福祉の面で、すべて
の市民にとってのより良い社会の実現に向けて有
益な情報を提供します。
　例えば新年度では、
＊家族とひとくくりにせず、多様な立場の状況を
　伝える
＊統合失調症圏のみならず、双極性や発達障害な
　ど広義の精神障害にもスポットを当てていく
＊就労などの働くことについての現状などにも目
　をむけます
＊声を発することが難しい児童生徒等の教育につ
　いて考える
◆リニューアルした月刊みんなねっと誌編集委員
　会の今後の使命
　編集委員会では、今後の使命を次のように考え
ています。
①社会の「偏見の除去」をはじめとする諸課題の
改善を進めるために、一般市民の立場に立つ
②社会の精神保健・福祉の課題を、一般市民自身
の課題として理解しやすく伝える
③読者と賛助会員を一般市民の精神保健・福祉に
関心のある人々の間にも拡大する
④この月刊誌を、日本の社会の精神保健・福祉面
での改革のために欠くことのできない重要な情報
源の一つとし、改革の意欲と関心のある人々に愛
される刊行物となるように努める

＊　＊　＊
　月刊みんなねっと誌が一人でも多くの市民に届
けられ、より良い社会の実現に貢献できますよう、
ご購読と読者の拡大にご協力くださいますよう、
お願いいたします。

【再掲】平成 30年４月号からの編集方針について（検討結果のご報告）
月刊みんなねっと編集委員会より　
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●新連載　語りあおう、つながろう、町の中で、日常の中で
　～オープンダイアローグに学ぶ日々のなかで気づいたこと～第１回（三ツ井直子）

●特集●

配偶者・パートナーの立場からみえること（前田直）

■続・事例からみる精神障害者の障害年金の実際（白石美佐子）「日常生活活動能力の判定について」
■知ることは生きること（青木聖久）連載28回《自らの人生の主人公としての家族の暮らし特集⑦》
　40年間暮らしているこの地域で日々のドラマを楽しむ
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問い合わせ先

☆家族相談ハンドブック　Ａ４判・76頁・定価７００円（送料込）

【内容】家族による家族支援／精神障がい者の状況／精神障がい者家族の状況／家族相談の
意義と特徴／家族相談の目標／家族相談の留意点／相談実習の進め方／家族相談の方法／
新しく家族相談事業を立ち上げたいときは／家族相談員の養成／家族相談の事例

家族相談のテキストができました！　家族会からの注文は1冊500円に割引

☆家族会運営のてびき Ａ４判・100頁・定価８００円（送料込）

家族会の設置から運営の仕方まで家族会の活性化に役立つ「てびき」ができま
した！　会報や案内パンフなどの見本の資料ページもあり、家族会とつながり
のある支援機関でもぜひご活用を！【内容】精神障がい者家族会とは／家族会
活動をおこなおう／運営・活動費（財政基盤）について／家族会の組織強化をし
よう／地域にとけこむ活動への積極的参加／新しい家族を家族会につなげよ
う／新しく家族会を立ち上げよう／支援者・関係者の方々へ／資料編

家族会からの注文は1冊600円に割引します

家族会員・支援者のための

精神疾患がある人や家族に役立つ出版物

社会資源ハンドブック
精神障がい者と家族に役立つ

改訂版

【内容】医療に関する制度／地域で生活するための支援／日中活動の
場、就労や復学の支援／経済的な支援を受けたいとき／財産の活用
や保護、法的な支援など／家族が情報を得る、相談できるところ

Ｂ５判・180頁・定価１４００円（送料込）

精神障がい者家族相談事例集 Ａ４判・112 頁
定価 1000 円
　（別途送料）
好評発売中‼

本書は、全国から寄せられた家族による相談事例の中から32事例を掲載しま
した。事例を、日常生活、医療、家族会、家族依存、地域連携、親亡き後、制度の七
つに分類し、それにコメントを加えた初めての家族相談事例集です。同じ家族
としての立場から相談にのり、情報を伝え、家族会につなげていく活動は家族
会の原点ともいえます。みなさんの活動に役立てていただければと思います。

家族相談の活動は家族会の原点です


